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り
に

註【
論
文
要
旨
】

　

学
術
用
語
ま
が
い
の
俗
語
に
、「
有
職
読
み
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
伊
藤
博
文
を
ハ
ク
ブ
ン
と
呼
ぶ

ご
と
く
、
本
来
名
乗
訓
み
に
す
べ
き
名
を
、
あ
え
て
音
に
読
む
慣
習
を
指
す
と
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
元

来
、「
故
実
読
み
」
や
「
読
み
癖
」
と
同
義
だ
っ
た
が
、
角
田
文
衛
『
日
本
の
女
性
名
』
の
一
節
が
誤

読
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
を
人
名
音
読
の
意
と
す
る
誤
用
が
生
じ
た
。
幽
霊
語
定
着
の
背
景
に
は
、

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
存
在
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

こ
の
語
を
人
名
音
読
の
意
で
用
い
る
の
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
不
適
切
で
あ
る
。
ま
ず
、
人
名
の
領

域
に
お
い
て
「
有
職
読
み
」
の
条
件
に
適
う
の
は
、
音
読
で
は
な
く
む
し
ろ
訓
読
（
名
乗
訓
み
）
で
あ

る
こ
と
。
加
え
て
、
近
代
の
人
名
音
読
は
、「
有
職
読
み
」
と
対
置
さ
れ
る
「
ゐ
な
か
よ
み
」
と
親
和

性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

　

誤
用
定
着
に
よ
り
、（
一
）
名
を
音
に
読
ま
れ
る
人
物
は
「
偉
人
」
で
あ
る
、（
二
）
他
者
の
名
を
音

読
す
る
の
は
「
知
識
人
」
の
嗜
み
で
あ
る
、（
三
）
人
名
音
読
は
平
安
期
以
来
の
日
本
の
「
伝
統
」
で

あ
る
、
と
い
っ
た
先
入
見
が
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
同
時
代
的

記
述
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
面
的
理
解
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
人
名
音
読
と
い
う
現
象
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を
近
現
代
史
に
位
置
付
け
る
前
段
階
と
し
て
、
誤
用
に
由
来
す
る
固
定
観
念
の
払
拭
を
目
指
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

有
職
読
み
、
幽
霊
語
、
角
田
文
衛
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
、
名
乗
訓
み

は
じ
め
に

一
、
幽
霊
語
と
し
て
の
「
有
職
読
み
」

　

小
野
道
風
を
ト
ウ
フ
ウ
と
称
す
る
ご
と
く
、
本
来
訓
ず
る
べ
き
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
を
あ
え
て
音
に

読
む
奇
妙
な
慣
習
が
あ
る
。
前
近
代
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
慣
習
は
貴
人
や
学
者
の
符
牒
に
過
ぎ

ず
、
音
読
が
適
用
さ
れ
る
名
も
、
ご
く
僅
か
な
例
に
留
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
に
入
る
と
、「
名

の
字
音
読
み
」
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
量
的
拡
大
を
見
せ
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
、
一
つ
の
習
俗
と
し
て

確
固
た
る
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
一

。「
名
前
の
近
代
化
」二
を
研
究
対
象
と
す
る
筆
者
は
、
か
ね

て
よ
り
こ
の
現
象
に
着
目
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
慣
習
は
、
し
ば
し
ば
「
有
職
読
み
」三
と
呼
ば
れ
る
。
例
え
ば
『
大
辞
泉
』「
有
職
読

み
」
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
語
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
中
世
の
歌
学
で
、
歌
人
の
名
を
音
で
読
む
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
読
み
方
。
藤
原
俊
成
（
と
し
な

り
）
を
「
し
ゅ
ん
ぜ
い
」、
藤
原
定
家
（
さ
だ
い
え
）
を
「
て
い
か
」
と
読
む
な
ど
。
ま
た
、
近

代
に
そ
れ
を
ま
ね
て
有
名
人
の
名
を
音
読
す
る
こ
と
。
伊
藤
博
文
（
ひ
ろ
ぶ
み
）
を
「
は
く
ぶ
ん
」、

川
端
康
成
（
や
す
な
り
）
を
「
こ
う
せ
い
」
と
読
む
な
ど
」四

　

荻
生
待
也
『
日
本
人
名
関
連
用
語
大
辞
典
』
も
、「
有
職
読
み
」
は
「
名
の
漢
字
を
音
で
通
し
読
む

こ
と
」五
だ
と
定
義
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
用
法
は
既
に
一
定
の
市
民
権
を
得
た
か
に
見
え
る
。
と
こ

ろ
が
こ
の
語
に
は
、
本
来
右
記
の
用
法
は
無
か
っ
た
。
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
誤
読
が
徐
々
に
増
幅
し
、
誤

用
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
こ
の
語
は
誤
認
に
端
を
発
す
る
新
語
六

、
即
ち
「
幽
霊
語
」
で
あ

り
、
当
然
そ
の
語
義
範
囲
も
曖
昧
で
あ
る
。
幽
霊
語
（g

h
ost w

ord

）
と
は
、「
辞
書
に
は
載
せ
て
あ

る
が
、
典
拠
が
見
つ
か
ら
ず
、
か
つ
実
際
に
使
用
さ
れ
た
証
拠
も
な
く
、
現
実
に
存
在
し
な
い
よ
う
な

こ
と
ば
や
語
形
」
を
指
す
七

。「
有
職
読
み
」
は
、
少
な
く
と
も
術
語
と
し
て
適
切
と
は
言
え
ま
い
。

と
り
わ
け
、
近
代
の
「
名
の
字
音
読
み
」
事
例
を
こ
の
語
で
括
る
の
は
、
こ
う
し
た
習
俗
が
行
わ
れ
た

当
時
の
文
脈
を
、
全
く
無
視
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
八

。
本
稿
で
は
、
人
名
音
読
を
考
察
す

る
前
段
階
と
し
て
、「
有
職
読
み
」
の
語
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
九

。
な
お
、
こ
の
誤
用
に
つ
い
て
は

既
に
小
谷
野
敦
が
指
摘
し
て
い
る
が
一
〇

、
も
と
は
氏
自
身
、
誤
読
の
当
事
者
で
あ
り
、
そ
の
言
説
に

は
重
大
な
事
実
誤
認
も
見
ら
れ
る
。

二
、
本
研
究
の
目
的

　

現
時
点
で
は
、
誤
用
の
舞
台
は
主
に
一
般
軽
読
書
及
び
ウ
ェ
ブ
上
だ
が
、
誤
用
の
拡
大
過
程
に
お
い

て
は
、
学
術
論
文
よ
り
も
こ
う
し
た
媒
体
の
影
響
力
の
方
が
大
き
い
。
近
年
で
は
、「
有
職
読
み
」
の

語
を
原
義
通
り
に
用
い
よ
う
と
す
る
研
究
者
の
方
が
、
か
え
っ
て
語
義
に
関
す
る
断
り
を
入
れ
ね
ば
な



―
 2

3
 ―

ら
ぬ
よ
う
な
倒
錯
状
態
さ
え
生
じ
て
い
る
一
一

。
と
は
い
え
筆
者
と
て
、
言
葉
が
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
く
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。「
正
し
い
」
日
本
語
な
ど
と
い
う
規
範
に
拘

泥
し
、
誤
用
を
論
う
気
は
毛
頭
無
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
こ
う
し
た
問
題
を
提
起
す
る
の

は
、
こ
の
語
が
、
人
名
音
読
と
い
う
現
象
に
対
す
る
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
拡
大
に
、
一
役
買
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
以
下
、「
有
職
読
み
」
誤
用
の
瀰
漫
に
伴
い
、
増
幅
し
た
固
定
観
念
を
三
つ
提
示
し
よ
う
。

（
一
）
名
を
音
読
さ
れ
る
の
は
、
尊
敬
を
集
め
た
「
偉
人
」
だ
と
い
う
謬
見

（
二
）
他
者
の
名
を
音
読
す
る
こ
と
は
「
知
識
人
」
の
嗜
み
だ
と
す
る
謬
見

（
三
）
人
名
音
読
が
、
平
安
期
以
来
連
綿
と
続
く
「
伝
統
」
で
あ
る
と
の
謬
見

　

こ
う
し
た
紋
切
り
型
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
近
代
の
「
名
の
字
音
読
み
」
が
有
す
る
歴
史
的
意
義
を
矮
小

化
す
る
も
の
で
あ
る
。「
偉
人
」「
知
識
人
」「
伝
統
」
の
強
調
に
よ
り
、
本
来
人
名
音
読
と
不
可
分
だ
っ

た
は
ず
の
、
一
般
庶
民
の
生
活
実
感
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。
誤
用
に
よ
る
色
眼
鏡
を
、
早
急
に
取
り

払
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

「
有
職
読
み
」
誤
用
拡
大
の
経
緯
を
追
う
意
義
は
、
単
に
人
名
史
研
究
に
お
け
る
術
語
の
問
題
に
留

ま
ら
な
い
。
誤
読
や
誤
用
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
に
関
す
る
、
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
も
提
示
出
来

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
知
の
在
り
方
、
と
り
わ
け
今
年
で
一
五
周
年

を
迎
え
た
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
を
探
る
ヒ
ン
ト
に
も
、
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
と

は
言
う
も
の
の
、
そ
こ
に
深
入
り
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
折
に
触
れ
て

こ
う
し
た
課
題
に
言
及
す
る
に
留
め
る
。

　

第
一
章
で
は
、「
有
職
読
み
」
の
用
例
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
、
な
ぜ
こ
の
語
が
人
名
音
読
と
結
び

付
い
た
の
か
解
明
す
る
。
第
二
章
で
は
、「
有
職
読
み
」
が
（
特
に
明
治
以
降
に
お
け
る
）「
名
の
字
音

読
み
」
を
示
す
語
と
し
て
不
適
切
な
理
由
を
提
示
す
る
。
第
三
章
で
は
、
誤
用
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ

た
、
人
名
音
読
に
対
す
る
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
払
拭
を
目
指
す
。
各
章
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
語
史
（
第
一
章
）、
語
義
（
第
二
章
）、
語
感
（
第
三
章
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
整

理
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
な
お
文
中
で
扱
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（h

ttp
://d

l.n
d
l.g

o.jp
/

、
以
下D

C

）
を
含
め
、
全
て
二
〇
一
六
年
四
月
八
日
最
終
閲

覧
。
史
料
は
旧
字
体
を
新
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
合
字
は
展
開
し
た
。
傍
線
は
い
ず
れ

も
引
用
者
。

第
一
章　

誤
用
拡
大
の
経
緯

一
、「
有
職
読
み
」
の
原
義
と
角
田
文
衛

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
、
活
字
資
料
中
の
「
有
職
読
み
」
使
用
例
は
八
八
件
に
及
ぶ
。
本

章
で
は
こ
の
う
ち
、
再
掲
・
改
版
・
引
用
等
に
よ
る
重
複
を
除
く
六
二
件
一
二

を
、
年
代
順
に
確
認
す

る
。
煩
瑣
な
が
ら
、
誤
読
過
程
の
解
明
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。
管
見
の
限
り

最
古
の
用
例
は
、
一
八
九
三
年
『
史
学
普
及
雑
誌
』
で
あ
る
一
三

。「
有
職
読
み
の
事
」
と
題
す
る
一
文

を
見
よ
う
。

「
日
本
の
歴
史
を
読
む
に
、
官
職
な
ど
は
な
る
べ
く
有
職
読
み
に
読
む
を
宜
し
と
す
。
有
職
読
み
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と
は
神
祇
官
、
太
政
官
を
カ
ン
ツ
カ
サ
、
オ
ホ
ヒ
マ
ツ
リ
コ
ト
ノ
ツ
カ
サ
な
ど
読
む
事
也
。
さ
れ

ど
之
を
一
々
か
く
読
も
間
ぬ
る
き
話
な
れ
は
、
神
祇
官
は
ジ
ン
ギ
ク
ワ
ン
、
大　

政
官
は
ダ
イ

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン
〔
中
略
〕
と
読
む
べ
し
」

　

一
読
し
て
、
こ
こ
に
は
人
名
音
読
の
意
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
こ
の
語
は
本

来
、「
読
み
癖
」「
故
実
読
み
」「
名
目
（
読
み
）」
と
同
義
で
、
古
式
に
則
っ
た
特
殊
な
読
み
を
指
す
。

武
田
祐
吉
の
一
文
は
、
そ
の
事
実
を
端
的
に
示
す
。

「
殊
に
国
文
学
は
特
殊
の
訓
法
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
等
は
先
輩
に
就
い
て
学
ぶ
こ
と
に
依

つ
て
益
す
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ら
う
。
い
は
ゆ
る
読
み
癖
、
又
は
故
実
読
み
、
有
職
読
み
と
称
せ

ら
れ
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
」一
四

　

上
皇
と
の
音
通
を
避
け
、
定
考
を
コ
ウ
ジ
ョ
ウ
と
読
む
ケ
ー
ス
な
ど
は
、
典
型
例
と
言
え
よ
う
一
五

。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
有
職
読
み
」
は
本
来
「
名
の
字
音
読
み
」
と
は
全
く
無
関
係
だ
っ
た
。

敗
戦
ま
で
八
件
の
用
例
一
六

も
、
全
て
「
読
み
癖
」
の
意
で
あ
る
。
戦
後
の
国
語
審
議
会
総
会

（
一
九
四
七
年
九
月
二
九
日
）
で
は
、
安
藤
正
次
が
こ
の
語
を
用
い
た
。
文
脈
か
ら
は
判
然
と
し
な
い

が
、「
百
姓
よ
み
」
と
の
並
列
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
も
「
読
み
癖
」
と
同
義
で
の
使
用
だ
ろ
う
。

「
わ
が
国
に
お
け
る
字
音
と
漢
字
と
の
関
係
は
、
文
字
そ
の
も
の
と
は
遊
離
の
状
態
に
お
か
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
漢
・
呉
・
唐
・
宋
の
音
が
な
ら
び
行
わ
れ
、
慣
用
音
と
い

う
も
の
や
、
有
職
よ
み
、
百
姓
よ
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
の
も
、
こ
う
い
う
関
係
か
ら
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
」一
七

　

七
〇
年
代
末
ま
で
の
一
八
例
一
八

に
も
、
相
変
わ
ら
ず
語
義
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
で
は
こ
の
語
は

い
か
に
し
て
、
人
名
音
読
と
結
び
付
い
た
の
か
。
転
換
点
と
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
、
角
田
文
衛

『
日
本
の
女
性
名
』
の
刊
行
で
あ
る
一
九

。
角
田
は
、
宮
廷
女
性
名
を
音
読
す
る
「
不
都
合
な
慣
例
」

（
成
子
を
セ
イ
シ
と
読
む
な
ど
）
に
触
れ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
も
っ
と
も
、
歌
学
の
世
界
な
ど
で
は
、
特
定
の
歌
人
は
、
音
読
み
さ
れ
た
。
俊
頼
、
俊
成
、
定

家
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
有
職
読
み
の
典
型
は
、
新
古
今
歌
人
・
式
子
内
親
王
の
場
合

で
あ
る
。
当
時
、
定
家
が
サ
ダ
イ
ヘ
と
訓
ま
れ
た
と
同
様
に
、
式
子
内
親
王
も
、
ノ
リ
コ
ナ
イ
シ

ン
ノ
ウ
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
歌
人
ら
が
用
い
る
符
丁
の
よ
う
な
有
職
読
み
に
す

ぎ
ず
、
実
際
と
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

　

こ
こ
で
は
「
有
職
読
み
」
が
、
明
確
に
人
名
音
読
と
結
び
付
い
て
い
る
。
小
谷
野
は
こ
の
一
文
を
、

氏
が
知
る
限
り
で
の
誤
用
の
初
例
と
し
た
二
〇

。
こ
の
よ
う
な
証
拠
が
あ
る
以
上
、「
有
職
読
み
」
を
人

名
音
読
の
意
と
す
る
用
法
が
、
角
田
に
始
ま
る
と
い
う
見
立
て
は
、
ま
ず
覆
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
虚
心
坦
懐
に
読
み
返
す
と
こ
の
一
文
は
、
人
名
音
読
自
体
を
「
有
職
読
み
」
と
は
表

現
し
て
お
ら
ず
、「
有
職
読
み
」（
＝
「
読
み
癖
」）
と
し
て
人
名
を
音
読
す
る
場
合
が
あ
る
、
と
述
べ

た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
証
拠
に
角
田
は
同
時
期
の
著
作
で
、「『
後
宮
』
は
、
有
識
訓
み

マ
マ
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で
は
ゴ
ク
で
あ
る
が
、
椒
庭
、
長
秋
、
秋
宮
な
ど
の
異
称
が
あ
る
」二
一

と
述
べ
て
い
る
。
表
記
は
違
え

ど
も
、
こ
こ
で
は
「
後
宮
」
を
ゴ
ク
と
読
む
事
例
が
、「
有
識
訓
み
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
更
に
別
の
著
作
で
は
、
人
名
音
読
を
「
読
み
く
せ
」
と
表
現
し
て
も
い
る
二
二

。
以
上
か
ら
、『
日

本
の
女
性
名
』
の
事
例
も
ま
た
、
従
来
通
り
「
読
み
癖
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。

小
谷
野
は
、
人
名
音
読
を
意
味
す
る
「
有
職
読
み
」
が
、「
角
田
以
前
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
角
田

の
発
明
な
の
か
」二
三

不
明
だ
と
し
た
が
、
い
ず
れ
も
否
で
あ
る
。

　

但
し
角
田
の
表
現
が
回
り
く
ど
い
の
は
確
か
で
、
以
後
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
、
人
名
音
読
を
「
有
職

読
み
」
と
称
す
る
例
が
出
た
。
誤
用
過
程
を
数
直
線
に
喩
え
れ
ば
、
始
点
と
し
て
の
角
田
は
、
黒
丸

（
含
む
）
で
は
な
く
白
丸
（
含
ま
な
い
）
で
あ
る
。
高
梨
公
之
は
翌
八
一
年
の
著
作
二
四

で
、
藤
原
家

隆
が
カ
リ
ュ
ウ
と
呼
ば
れ
た
逸
話
を
引
き
、「
こ
の
種
の
読
み
方
は
有
職
読
み
な
ど
と
い
わ
れ
る
」
と

し
た
。
小
見
出
し
に
は
「
有
職
読
み
と
い
う
名
の
音
読
」
と
あ
る
。
次
の
段
落
に
『
日
本
の
女
性
名
』

の
引
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
梨
が
角
田
の
一
文
を
誤
読
し
た
の
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
同
様
に
佐
川
章

も
、「
古
く
は
藤
原
定
家
を
テ
イ
カ
、
吉
田
兼
好
を
ケ
ン
コ
ウ
と
読
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
有
職
読
み

と
い
わ
れ
る
も
の
」二
五

と
述
べ
た
。
高
梨
・
佐
川
の
著
作
に
接
し
、
伝
言
ゲ
ー
ム
よ
ろ
し
く
誤
読
を
継

承
し
た
例
も
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
彼
ら
が
用
法
を
誤
っ
た
の
も
無
理
は
あ
る
ま
い
二
六

。
以
前
か
ら
人
名
音
読
に
関
心
を

示
し
て
い
た
高
梨
・
佐
川
は
、『
日
本
の
女
性
名
』
に
「
有
職
読
み
」
な
る
見
慣
れ
な
い
語
を
発
見
し

た
と
き
、
言
葉
の
欠
け
て
い
た
場
所
が
補
填
さ
れ
た
喜
び
に
、
膝
を
打
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
彼
ら
は
む
し
ろ
善
意
の
「
被
害
者
」
で
さ
え
あ
る
。
本
稿
の
意
図
は
、
誤
読
の
「
主
犯
」

を
詮
索
・
指
弾
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
不
特
定
多
数
の
読
者
が
、
気
付
か
ぬ
間
に

誤
読
を
継
承
し
た
事
実
に
、
着
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

恐
ら
く
他
に
も
、
適
切
な
語
の
欠
け
た
空
白
部
分
に
、
全
く
無
縁
の
語
や
文
字
列
が
滑
り
込
ん
だ
例

は
あ
ろ
う
。
卑
近
な
例
で
恐
縮
だ
が
、
洋
犬
を
指
す
「
カ
メ
」
や
、『
巨
人
の
星
』
由
来
の
「
コ
ン
ダ

ラ
」
な
ど
は
、
象
徴
的
な
例
と
言
え
る
二
七

。
や
や
皮
肉
め
い
た
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
有
職
読
み
」
は

人
名
音
読
の
意
だ
と
殊
更
に
言
い
立
て
る
「
知
識
人
」
は
、
星
飛
雄
馬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
「
コ

ン
ダ
ラ
」
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
童
子
と
、
構
図
上
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

無
論
、『
日
本
の
女
性
名
』
の
読
者
全
員
が
誤
読
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
管
見
の
限
り
、

二
〇
〇
五
年
ま
で
の
誤
用
例
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
丸
谷
才
一
は
、
人
名
音
読
を
「
人
名
の
有
職

読
み
」二
八

と
し
て
お
り
、
一
見
二
人
と
同
じ
過
ち
を
犯
し
た
か
に
見
え
る
が
、
他
の
著
作
で
は
、
角
田

の
主
張
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
な
が
ら
、「
有
職
読
み
」
を
「
読
み
癖
」
と
換
言
し
た
二
九

。
つ
ま
り
丸

谷
は
、
角
田
の
文
意
を
忠
実
に
捉
え
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
村
山
修
一
も
、
人
名
関
連
の
文
脈
で

「
有
職
読
み
」
を
用
い
た
が
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
天
智0

天
皇
を
、
清
音
で
は
な
く
濁
っ
て
読

む
例
で
あ
る
三
〇

。『
日
本
の
女
性
名
』
出
版
後
（
二
〇
〇
五
年
ま
で
）
も
、
大
部
分
は
原
義
を
正
確
に

継
承
し
た
三
一

。

二
、
ウ
ェ
ブ
社
会
の
「
教
養
」

　

誤
用
が
必
然
化
し
た
の
は
二
〇
〇
六
年
一
月
一
八
日
、
ウ
ェ
ブ
上
の
無
料
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
三
二

に
お
け
る
、「
有
職
読
み
」
立
項
以
後
で
あ
る
三
三

。
こ
の
項
目
は
、
有
職
読
み
を
人
名
音
読
と
す

る
誤
っ
た
解
説
で
あ
り
三
四

、
伝
言
ゲ
ー
ム
の
内
容
を
真
に
受
け
立
項
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以

後
増
補
が
重
ね
ら
れ
、
他
項
目
・
他
サ
イ
ト
に
も
瞬
時
に
情
報
が
拡
散
し
た
三
五

。
情
報
の
急
激
な
増
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幅
・
拡
散
は
、
集
合
知
の
最
大
の
利
点
で
あ
り
、
欠
点
で
も
あ
る
。
今
や
「
名
の
字
音
読
み
」
を
「
有

職
読
み
」
と
称
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
「
教
養
」
と
化
し
て
い
る
三
六

。

　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
立
項
に
影
響
さ
れ
て
か
、
二
〇
〇
六
年
以
降
少
な
く
と
も
九
件
の
刊
行
物
（
一
般

書
四
件
、
新
聞
記
事
一
件
、
辞
典
類
二
件
、
学
術
論
文
二
件
）
が
用
法
を
誤
っ
た
三
七

。
二
〇
一
五
年

の
深
谷
市
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
け
る
澤
出
晃
越
の
発
言
中
に
も
、
誤
用
を
確
認
し
う
る
三
八

。

　

但
し
、
全
員
が
「
知
的
怠
慢
に
誘
わ
れ
」三
九

、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
鵜
呑
み
に
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
記
述
を
書
籍
（『
日
本
の
女
性
名
』）
に
よ
っ
て
裏
付
け
よ
う
と
し
た
た
め

に
、
か
え
っ
て
陥
穽
に
は
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
四
〇

。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
既
有
知
識
と
す
る
、『
日

本
の
女
性
名
』
の
「
信
念
依
存
型
誤
読
」四
一

（
誤
っ
た
前
提
知
識
の
介
在
に
よ
る
誤
読
）
と
言
え
よ

う
。
彼
ら
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
「
よ
り
信
頼
で
き
る
資
料
へ
の
入
り
口
」四
二

と
し
て
用
い
る
、
と

い
う
慎
重
さ
を
備
え
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
誤
読
増
幅
に
一
役
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

小
谷
野
も
自
著
で
、
人
名
音
読
を
「
有
識
読
み
」
と
表
現
し
た
が
四
三

、
出
版
後
に
過
ち
に
気
付

き
、
二
〇
一
一
年
四
月
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
ノ
ー
ト
ペ
ー
ジ
に
て
、「
有
職
読
み
」
は
偽
項
目
だ
と

指
摘
し
た
。
氏
は
以
後
二
度
に
亘
り
、
著
書
で
「
有
職
読
み
」
誤
用
論
を
展
開
す
る
。
以
下
、
小
谷
野

の
主
張
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
傍
線
部
の
記
述
が
誤
り
を
含
む
こ
と
は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。「

人
の
名
を
音
読
み
す
る
こ
と
を
、『
有
職
読
み
』
と
言
う
、
と
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
に
書
い
て

あ
り
、
だ
が
そ
ん
な
言
葉
は
辞
書
に
は
な
い
ぞ
、
と
い
う
の
で
数
年
前
に
議
論
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
角
田
文
衛
の
『
日
本
の
女
性
名
』
な
ど
に
、『
有
職
読
み
』
と
い
う
語
は
出
て
く
る
の
だ
が
、

角
田
は
元
来
日
本
史
学
者
で
は
な
く
、
考
古
学
者
で
あ
る
。
辞
書
に
載
っ
て
い
る
の
は
『
故
実
読

み
』
で
、
丞
相
を
『
し
ょ
う
じ
ょ
う
』
と
読
む
よ
う
な
故
実
に
の
っ
と
っ
た
特
殊
な
読
み
方
の
こ

と
を
言
う
の
で
、
人
名
音
読
み
の
こ
と
で
は
な
い
」四
四

「
国
文
学
や
国
史
学
の
人
に
訊
い
て
も
、
分
か
ら
な
い
と
い
う
し
、
角
田
以
前
に
使
わ
れ
て
い
た

の
か
、
角
田
の
発
明
な
の
か
、
今
も
っ
て
分
か
ら
な
い
」四
五

　

と
こ
ろ
で
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
情
報
が
ウ
ェ
ブ
内
に
留
ま
っ
て
い
る
間
は
良
い
と
し
て
も
、
一
旦
こ

れ
が
書
籍
に
刻
ま
れ
る
と
、
誤
用
拡
大
を
抑
え
る
の
は
困
難
を
極
め
る
。
言
葉
は
活
字
化
さ
れ
た
時
点

で
、
引
用
し
う
る
知
と
し
て
「
凍
結
さ
れ
、
化
石
化
」四
六

す
る
た
め
で
あ
る
。
加
え
て
「
有
職
読
み
」

は
、
衒
学
趣
味
を
満
足
さ
せ
る
に
十
分
な
「
も
っ
と
も
ら
し
さ
」
を
備
え
て
い
る
。
人
は
し
ば
し
ば
、

正
確
さ
よ
り
「
も
っ
と
も
ら
し
さ
」
を
選
好
す
る
。
小
谷
野
の
消
火
活
動
も
虚
し
く
、
活
字
資
料
と
い

う
典
拠
を
得
た
幽
霊
語
は
、
燎
原
の
火
の
如
く
勢
力
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ウ
ェ
ブ
は
誤
読
の
増
幅
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
誤
読
の
創
出
に
も
手
を
貸
す
。
近
年
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
で
は
、「
有
職
読
み
＝
故
実
読
み
」
と
い
う
等
式
の
誤
読
か
ら
、「
故
実
読
み
」
を
人
名
音
読
の
意
と

す
る
新
俗
解
が
生
ま
れ
た
四
七

。
当
然
こ
の
誤
用
も
、
ウ
ェ
ブ
を
離
れ
活
字
の
世
界
へ
と
浸
入
し
始
め

た
四
八

。

　

と
ま
れ
、
誤
用
が
既
に
一
定
の
市
民
権
を
得
た
こ
と
は
紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

下
に
お
い
て
、
採
り
う
る
選
択
肢
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
語
を
再
定
義
の
上
、
術
語
と
し
て
採

用
す
る
道
で
あ
る
。
他
方
は
、
こ
の
用
法
の
不
適
切
性
を
実
証
し
、
俗
称
と
し
て
斥
け
る
道
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
道
を
進
む
に
せ
よ
、
ま
ず
は
「
有
職
読
み
」
と
「
名
の
字
音
読
み
」
現
象
と
の
親
和
性
あ
る
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い
は
相
反
性
を
検
討
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
二
章　
「
有
職
読
み
」
の
語
を
不
適
切
と
す
る
理
由

一
、
類
義
語
か
ら
見
た
場
合

　

こ
こ
ま
で
の
論
証
で
、「
有
職
読
み
」
が
人
名
音
読
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
判
明
し
た
。
し

か
る
に
、
こ
の
用
法
が
誤
用
で
あ
る
か
否
か
は
、
実
は
行
論
上
さ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
持
た
な
い
。
重

要
な
の
は
む
し
ろ
、「
有
職
読
み
」
の
語
が
、
人
名
音
読
現
象
を
指
示
す
る
に
相
応
し
い
か
否
か
で
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
、「
名
の
字
音
読
み
」
を
「
有
職
読
み
」
の
一
部

0

0

0

と
認
め
う
る
か
考
察
す
る
。
本
論

は
こ
の
点
に
お
い
て
、
半
ば
「
日
本
語
警
察
」
的
、「
誤
用
狩
り
」
的
な
小
谷
野
の
態
度
と
一
線
を
画

す
。
本
節
で
は
、「
故
実
読
み
」「
読
み
癖
」
な
ど
の
類
義
語
、
次
節
で
は
、「
ゐ
な
か
よ
み
」「
百
姓
読

み
」
と
い
う
対
義
語
と
の
比
較
を
手
掛
か
り
に
、
論
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　

も
っ
と
も
、
角
田
や
丸
谷
が
示
す
よ
う
に
、
前
近
代
の
人
名
音
読
は
、「
読
み
癖
」「
有
職
読
み
」
の

範
疇
に
含
ま
れ
る
と
断
言
し
て
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
前
近
代
史
料
に
も
、
こ
れ
を
「
よ
み
く
せ
」
と
表

現
し
た
例
が
あ
る
。『
清
水
宗
川
聞
書
』
に
は
、「
宣
子
内
親
王
・
式
子
内
親
王
、
惣
し
て
内
親
王
は
音

に
て
よ
む
作
法
よ
み
く
せ
也
。
式
子

―
を
の
り
こ
と
よ
む
と
云
説
有
共
、
用
す
」四
九

と
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
歌
人
名
や
内
親
王
名
の
音
読
と
、「
有
職
読
み
」
を
等
号
で
結
ん
で
良
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
定コ

ウ

考ジ
ョ
ウや

神か
ん

祇つ

官か
さ

の
例
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
、「
有
職
読
み
」
の

語
を
用
い
て
差
し
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
の
関
係
は
、
等
号
で
は
な
く
包
含
記

号
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
有
職
読
み
」
は
、
前
近
代
の
人
名
音
読
と
は
比
較
的
親
和

性
が
高
い
。
但
し
、
前
近
代
に
お
い
て
「
人
名
の
有
職
読
み
」
と
さ
れ
た
の
は
、
音
読
の
み
に
限
ら
な

い
。
む
し
ろ
音
読
以
外
が
大
半
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
い
か
な
る
読
み
が
、「
人
名
の
有
職
読
み
」
の
主
流
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
「
有
職
読
み
」

「
故
実
読
み
」
の
定
義
に
立
ち
返
ろ
う
。
山
田
俊
雄
に
よ
れ
ば
、「
故
実
読
み
」
と
は
「
一
般
の
字
音
・

字
訓
の
慣
用
に
よ
っ
て
推
理
す
る
と
、
か
え
っ
て
誤
読
と
な
る
よ
う
な
、
伝
統
的
な
特
殊
な
よ
み
方
を

す
る
こ
と
」五
〇

で
あ
る
。
遠
藤
邦
基
は
、「
そ
の
読
み
方
を
違
え
る
こ
と
は
、
そ
の
世
界
で
は
無
学
の

者
と
し
て
嘲
笑
の
対
象
と
さ
れ
た
」五
一

と
す
る
。

　

人
名
の
読
み
の
う
ち
、「
一
般
の
字
音
・
字
訓
の
慣
用
に
よ
っ
て
推
理
す
る
と
、
か
え
っ
て
誤
読
と

な
」
り
、
か
つ
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
「
嘲
笑
の
対
象
と
」
な
る
よ
う
な
、「
伝
統
的
な
特
殊
な
よ
み

方
」
と
は
何
か
。

―
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
「
名
乗
訓よ

み
」
で
あ
る
。
実
際
、
人
名
の
「
有
職

読
み
」「
読
み
癖
」
と
言
え
ば
、
通
常
名
乗
訓
み
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。『
安
斎
随
筆
』
に
「
名

乗
読ヨ

ミ

如ク
セ

」
な
る
一
文
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
純
を
「
す
み
」、
茂
を
「
も

ち
」
と
訓
ず
る
の
か
と
い
っ
た
、「
後
世
に
は
解
し
が
た
き
」
名
乗
訓
み
の
話
題
で
あ
る
五
二

。『
拾
芥
抄
』

『
二
中
歴
』
な
ど
の
有
職
0

0

書
に
も
、
名
乗
訓
み
を
紹
介
し
た
箇
所
が
あ
る
五
三

。
名
の
「
有
職
読
み
」

と
は
元
来
、
音
読
で
は
な
く
主
と
し
て
訓
読
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
一
見
、
前
近
代
の
人

名
音
読
を
「
有
職
読
み
」
の
範
疇
に
含
め
た
、
先
の
論
旨
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
。
前
近
代
に
お
い
て
は
、
名
乗
訓
み
も0

人
名
音
読
も0

、
と
も
に
「
有
職

読
み
」
と
認
識
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
名
乗
訓
み
の
知
識
を
前
提
と
し
、
両
者
を
的
確
に
読
み
分

け
る
こ
と
こ
そ
が
「
読
み
く
せ
」
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
五
四

。
な
お
、
鄭

ジ
ョ
ウ

玄ゲ
ン

・
煬ヨ

ウ

帝ダ
イ

と
い
っ
た
漢

籍
独
特
の
読
み
方
を
、
人
名
の
「
読
み
癖
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
五
五

。
分
類
か
ら
言
え
ば
、
前
近
代
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の
人
名
音
読
は
、「
有
職
読
み
」
の
一
部
た
る
「
人
名
の
有
職
読
み
」
の
、
更
に
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

属
し
た
。

　

翻
っ
て
明
治
以
降
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
は
近
代
に
入
り
、
名
乗
訓
み
は
「
有
職
読
み
」
と
し
て
の

側
面
を
よ
り
色
濃
く
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
背
景
に
は
、
人
名
を
め
ぐ
る
新
政
府
の
諸
政
策
が
あ

る
。
明
治
期
以
前
の
庶
民
は
、
×
兵
衛
・
×
太
郎
と
い
っ
た
通
称
系
の
名
に
し
か
接
し
て
こ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
「
名
前
の
近
代
化
」
の
結
果
、
社
会
的
な
階
層
を
問
わ
ず
、
名
乗
系
の
名
が
流
行
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

「
今
日
、上
は
縉
紳
よ
り
下
わ
農
夫
牧
童
に
至
る
ま
で
、俗
称
を
去
て
実
名
を
用
る
の
時
〔
中
略
〕

然
り
と
い
へ
ど
も
、
近
俗
一
般
通
称
を
呼
の
風
慣
と
な
れ
り
し
よ
り
、
名
乗
を
択
ブ
の
法
方

マ
マ

を
識
る
も
の
自
然
と
減
消
し
、
殊
に
名
乗
の
字
訓
わ
常
訓
に
異
な
る
も
の
多
く
し
て
、
人
々
其
読

難
キ
を
苦
む
」五
六

　

近
世
に
お
い
て
も
名
乗
字
引
の
類
は
流
通
し
て
い
た
に
せ
よ
、
そ
れ
ま
で
「
通
称
を
呼
の
風
慣
」
に

親
し
ん
で
き
た
庶
民
が
、「
読
難
キ
」
名
乗
訓
み
と
い
う
異
質
な
る
も
の
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
肯
定
的
に
捉
え
れ
ば
、
長
く
社
会
的

上
位
層
に
独
占
さ
れ
た
名
乗
訓
み
の
知
識
が
、
庶
民
に
対
し
て
開
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
仮
に
明
治
人
に
対
し
、
あ
る
人
名
を
「
有
職
読
み
」
せ
よ
と
指
示
す
れ
ば
、
彼
ら
は
字
引
と
格
闘

し
、
難
解
な
名
乗
訓
み
・
公
家
読
み
を
捻
り
出
し
た
に
違
い
な
い
。
前
近
代
同
様
、
名
乗
訓
み
は
「
人

名
の
有
職
読
み
」
と
認
知
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
戦
前
の
出
版
物
に
よ
る
と
、
西
園
寺
公
望
を

「
き
ん
も
ち
」
と
訓
ず
る
の
は
、「
諸
家
各
自
の
典
故
」
に
よ
る
「
通
俗
と
異
な
る
称
呼
」
だ
と
い

う
五
七

。
こ
れ
を
「
人
名
の
有
職
読
み
」
と
言
わ
ず
し
て
何
と
言
お
う
。
近
衛
文
麿
を
「
あ
や
ま
ろ
」

と
訓
ず
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
公
卿
読
み
」五
八

と
表
現
し
た
史
料
も
あ
る
。

　

一
方
、
前
近
代
に
お
い
て
「
有
職
読
み
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た
人
名
音
読
は
、
維
新
を
境
に

「
有
職
読
み
」
か
ら
乖
離
し
て
い
く
。
次
節
で
は
、
近
代
の
人
名
音
読
が
類
縁
を
見
出
し
う
る
の
は
、

「
有
職
読
み
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
対
義
語
た
る
「
ゐ
な
か
よ
み
」
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
。

二
、
対
義
語
か
ら
見
た
場
合

　

山
田
の
規
定
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
一
般
的
な
字
音
に
よ
っ
て
初
見
で
読
み
う
る
も
の
は
「
有
職
読

み
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
伊
勢
貞
丈
の
「
よ
み
く
せ
」
定
義
を
参
照
し
た
い
。

「
仮
名
草
子
を
よ
む
に
、
は
べ
る
（
侍
の
字
）
と
あ
る
は
、
は
ん
べ
る
と
よ
む
べ
し
〔
中
略
〕
是

ら
を
よ
み
く
せ
と
云
ひ
て
習
ひ
な
り
。
書
き
て
あ
る
ま
ゝ
に
よ
む
は
、
ゐ
な
か
よ
み
な
り
」五
九

　

こ
こ
で
は
「
ゐ
な
か
よ
み
」
が
「
よ
み
く
せ
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
名
を
「
書
き
て
あ

る
ま
ゝ
に
よ
む
」
近
代
の
人
名
音
読
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
ゐ
な
か
よ
み
」
に
他
な
ら
な
い
。
前
近
代
の

「
名
の
字
音
読
み
」
と
、
近
代
の
そ
れ
と
の
間
に
横
た
わ
る
決
定
的
な
溝
は
、
名
乗
訓
み
を
知
っ
た
上

で
音
読
し
て
い
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
前
近
代
の
有
職
家
は
、「
い
え
た
か
」
と
い
う
名

乗
訓
み
を
心
得
た
上
で
、
あ
え
て
藤
原
家
隆
を
カ
リ
ュ
ウ
と
称
し
た
。
音
読
が
「
有
職
読
み
」
と
し
て

機
能
し
た
所
以
で
あ
り
、
逆
に
カ
リ
ュ
ウ
と
い
う
字
音
読
み
し
か
知
ら
ぬ
者
は
、
無
学
の
誹
り
を
受
け
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ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
六
〇

。
他
方
近
代
に
お
い
て
は
、
名
を
音
に
読
む
者
は
、
往
々
に
し
て
そ
の
名
乗

訓
み
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
高
島
俊
男
は
、
戦
後
上
田
万
年
の
名
乗
訓
み
に
接
し
、「
カ
ズ
ト
シ

な
ん
て
の
が
ど
こ
か
ら
湧
い
て
出
て
き
た
ん
だ
」六
一

と
驚
い
た
と
い
う
。
無
論
、
名
乗
訓
み
を
心
得
た

上
で
の
音
読
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は
、
維
新
を
境
に
人
名
音
読
は
「
有
職

読
み
」
か
ら
「
ゐ
な
か
よ
み
」
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
明
治
以
降
の
「
名
の
字
音
読
み
」
が
、
し
ば
し
ば
「
百
姓
読
み
」六
二

を
含
ん
だ
こ
と

か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
百
姓
読
み
の
定
義
は
多
様
だ
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
知
ら
ぬ
漢
字
を
旁
か
ら

類
推
し
て
読
ん
だ
り
、
訓
読
み
を
音
読
み
と
勘
違
い
し
て
用
い
た
り
す
る
こ
と
と
し
て
お
こ
う
。
前
者

と
し
て
重
野
安
繹
、
後
者
と
し
て
臥
雲
辰
致
・
横
山
喜
之
の
例
を
挙
げ
る
。
重
野
の
名
は
正
確
に
音
読

す
れ
ば
ア
ン
エ
キ
と
な
り
、
実
際
に
そ
う
読
ん
だ
例
が
大
半
を
占
め
る
が
、
新
聞
や
書
籍
に
は
ア
ン
タ

ク
六
三

・
ア
ン
ネ
イ
六
四

な
る
誤
読
ル
ビ
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
臥
雲
辰
致
を
「
た
っ
チ
」
と
読
む
場

合
、
辰
の
訓
「
た
つ
」
は
音
読
み
と
混
同
さ
れ
て
い
る
六
五

。
横
山
の
名
は
正
し
く
音
に
読
め
ば
キ
シ

だ
が
、「
之
」
の
音
読
を
誤
っ
た
「
キ
ノ
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
六
六

。「
有
職
読
み
」
が
知
識

に
よ
っ
て
読
み
を
違
え
る
の
に
対
し
、「
百
姓
読
み
」
は
「
無
学
」
に
よ
っ
て
読
み
を
違
え
る
。「
百
姓

読
み
」
も
、「
ゐ
な
か
よ
み
」
と
は
別
の
意
味
に
お
い
て
、「
有
職
読
み
」
と
対
義
の
関
係
に
あ
る
。「
有

職
読
み
」
か
つ
「
百
姓
読
み
」
と
い
う
こ
と
は
定
義
上
あ
り
え
な
い
六
七

。

　

誤
解
の
無
い
よ
う
注
記
し
て
お
く
が
、
筆
者
は
人
名
音
読
を
「
ゐ
な
か
よ
み
」
乃
至
「
百
姓
読
み
」

と
呼
称
す
べ
し
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
対
義
語
と
少
な
か
ら
ぬ
要
素
を
共
有
す
る
こ

の
現
象
を
、
あ
え
て
「
有
職
読
み
」
と
呼
ぶ
意
義
は
奈
辺
に
存
す
る
の
か
と
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

平
安
期
の
例
を
「
有
職
読
み
」
の
一
部
と
認
め
た
と
し
て
も
、
近
代
以
降
の
「
名
の
字
音
読
み
」
を
そ

う
呼
ぶ
の
は
、
歴
史
性
の
無
視
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
三
章　

人
名
音
読
を
め
ぐ
る
誤
解

一
、
人
名
音
読
は
「
偉
人
」
へ
の
尊
敬
に
基
づ
く
か

　

人
名
音
読
と
い
う
現
象
に
対
し
、
誤
っ
た
名
札
が
割
り
当
て
ら
れ
た
弊
害
は
、
決
し
て
小
さ
く
な

い
。
幽
霊
語
と
て
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
中
で
、
あ
る
種
の
実
定
性
を
帯
び
て
し
ま
う
た
め
で
あ

る
六
八

。「
有
職
」
と
無
関
係
だ
っ
た
は
ず
の
習
俗
が
、
い
つ
し
か
「
有
職
」
の
鋳
型
に
合
わ
せ
歪
め
ら

れ
て
い
く
。
本
章
で
は
、
誤
用
の
蔓
延
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
先
入
見
を
整
理
し
た
上
で
、
明
治
か
ら

昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
同
時
代
的
認
識
を
材
料
に
、
既
存
イ
メ
ー
ジ
の
相
対
化
を
図
り
た
い
。

　

さ
て
、
一
般
的
な
辞
典
類
で
「
有
職
」
の
語
を
引
く
と
、
①
「
そ
の
道
に
あ
か
る
い
人
。
も
の
し

り
。
学
者
」、
②
「
朝
廷
や
武
家
の
官
職
・
典
例
に
関
す
る
知
識
。
ま
た
、
そ
れ
に
詳
し
い
人
」、
③

「
す
ぐ
れ
た
人
。
美
人
」
と
あ
る
六
九

。「
有
職
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
大

略
、
A
偉
人
（
③
と
対
応
）、
B
知
識
人
（
①
②
）、
C
伝
統
（
②
）
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
稿
冒
頭
で
掲
げ
た
三
つ
の
誤
解
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

　

 

（
一
）
名
を
音
読
さ
れ
る
の
は
「
偉
人
」
だ
と
い
う
謬
見

　

 

（
二
）
他
者
の
名
を
音
読
す
る
の
は
「
知
識
人
」
の
嗜
み
だ
と
い
う
謬
見

　

 

（
三
）
人
名
の
音
読
が
、
平
安
以
来
連
綿
と
続
く
「
伝
統
」
で
あ
る
と
の
謬
見
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本
節
で
は
ま
ず
（
一
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い
。
人
名
音
読
に
関
す
る
丸
岡
慎
弥
の
説
明
は
、

（
一
）
の
側
面
を
全
面
的
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
言
え
る
七
〇

。

「
有
職
読
み
と
は
、周
囲
の
人
々
が
慕
い
、尊
敬
す
る
こ
と
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
呼
び
名
で
す
。

有
職
読
み
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
当
時
か
ら
人
々
に
慕
わ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表

す
の
で
す
」

「
有
職
読
み
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
当
時
、
周
囲
の
人
々
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
方
の
本
名
を
呼

ぶ
の
は
失
礼
だ
と
周
囲
の
人
々
か
ら
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

な
る
ほ
ど
丸
岡
の
論
に
従
え
ば
、
名
を
音
に
読
ま
れ
る
の
は
「
周
囲
の
人
々
が
慕
い
、
尊
敬
す
る
」

よ
う
な
「
偉
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
果
た
し
て
こ
の
記
述
は
、
史
実
を
踏
ま
え
て
い
る

か
。
揶
揄
や
侮
蔑
の
意
を
込
め
、
名
を
音
読
す
る
場
合
と
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
下
に
興
味
深

い
史
料
を
引
こ
う
。
ユ
ウ
レ
イ
と
音
読
さ
れ
た
森
有
礼
の
事
例
で
あ
る
。

「
廃
刀
論
を
公
議
所
に
建
議
せ
し
如
き
〔
中
略
〕
世
人
を
し
て
一
驚
を
喫
せ
し
む
る
と
同
時
に
輿

論
紛
々
、
百
方
君
に
向
つ
て
攻
撃
を
加
へ
し
が
〔
中
略
〕
甚
し
き
わ
之
れ
を
罵
つ
て
『
明あ

け

六む
つ

の
有ゆ

ふ

礼れ
い

』
と
称
す
る
に
至
り
し
か
、子
爵
わ
更
ら
に
介
意
す
る
な
く
断
然
持
論
を
主
張
し
た
り
し
わ
〔
後

略
〕」七
一

　

「
明
六
の
有
礼
」
と
は
、
明
六
社
の
森
と
、
明
け
六
つ
時
に
現
れ
る
幽
霊
を
掛
け
、
森
の
西
洋
か
ぶ

れ
を
揶
揄
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
野
目
徹
は
こ
の
言
葉
遊
び
を
、「
畏
怖
と
揶
揄
の
入
り
交
っ
た
異

名
」七
二

と
表
現
し
た
。
こ
こ
で
は
ユ
ウ
レ
イ
と
い
う
字
音
読
み
が
、
諷
刺
装
置
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
七
三

。
こ
う
し
た
事
例
は
明
治
以
降
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
外
と
し
て
看
過
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
。

　

例
え
ば
、
①
「
火
の
元
（
榎
本
）
が
ぶ
よ
う
（
武
揚
）
じ
ん
」、
②
「
伊
藤
薄
文
（
博
文
）」、
③

「
圧
制
の
都
も
今
日
で
み
し
ま
（
三
島
）
ひ
と
思
へ
ば
何
の
痛
痒
（
通
庸
）
も
な
し
」、
④
「
奥
田
偽

人
（
義
人
）」、
⑤
「
機
転
（
希
典
）
利
か
な
い
野
ぎ
（
乃
木
）
つ
ね
を
七
分
小
玉
（
児
玉
源
太
郎
）
で

打
ち
上
げ
た
」、
⑥
「（
西
園
寺
）
公
望
に
も
筆
の
誤
り
」、
⑦
「
口
き
か
ん
（
菊
池
寛
）」、
⑧
「
松
田

不
正
久
」、
⑨
「
原
不
敬
」、
⑩
「
加
藤
不
高
明
」、
⑪
「
天
（
賀
屋
）
興
宣
を
空
う
す
る
な
か
れ
、
時

に
反
例
無
き
に
し
も
非
ず
」、
⑫
「
と
ほ
う
（
土
方
）
も
ね
い
（
寧
）」、
⑬
「
蓑
田
狂
気
（
胸
喜
）」、

⑭
「
米
機
を
撃
つ
な
ら
（
東
条
）
英
機
も
撃
て
」、
⑮
「
ア
ホ
ウ
キ
ュ
ウ
（
麻
生
久
）」、
戦
後
も
含
め

れ
ば
⑯
「
ス
イ
ジ
ョ
ウ
ベ
ン
（
水
上
勉
）」、
⑰
「
藤
原
食く

う

達
（
弘
達
）」、
⑱
「
細
川
流
言
（
隆
元
）
蜚

語
（
肥
後
）
守
」
な
ど
が
そ
の
好
例
で
あ
る
（
一
部
表
記
を
変
更
）七
四

。「
シ
ン
キ
ロ
ウ
（
森
喜
朗
）」七
五

、

「
ブ
ブ
キ
ン
（
武
部
勤
）」七
六

と
い
っ
た
揶
揄
は
こ
う
し
た
流
れ
を
汲
む
。
無
論
同
種
の
言
葉
遊
び
に

は
、「
池
田
清
貧
（
成
彬
）」
な
ど
の
「
好
意
の
綽
名
」七
七

も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
む
し
ろ
例
外
と
言
え

る
。「
清
貧
」
と
て
、
額
面
通
り
の
賛
辞
と
受
け
取
っ
て
良
い
か
や
や
疑
問
で
あ
る
。

　

後
述
の
通
り
、
言
葉
遊
び
の
形
を
採
ら
ず
、
音
読
自
体
が
蔑
称
と
し
て
機
能
し
た
例
も
あ
る
。
ち
な

み
に
当
該
期
に
は
、「
偉
人
」
で
は
な
い
一
般
大
衆
の
名
も
し
ば
し
ば
音
読
さ
れ
た
七
八

。
ま
た
、
人
口

に
膾
炙
し
た
名
で
は
な
く
、
初
見
の
名
を
音
読
す
る
場
合
も
多
か
っ
た
七
九

。

　

こ
こ
で
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
名
の
「
敬
避
」
と
、
そ
の
名
を
有
す
る
本
人
へ
の
「
尊
敬
」
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と
は
区
別
し
て
考
え
る
べ
し
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
丸
岡
は
「
有
職
」
の
語
感
に
引
き
ず
ら
れ
、
両
者

を
混
同
し
て
い
る
。
右
に
列
挙
し
た
揶
揄
の
事
例
は
、
人
名
音
読
と
敬
意
が
、
単
純
な
形
で
結
び
付
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
。
度
々
卑
近
な
例
で
恐
縮
だ
が
、『
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
ヴ
ォ
ル
デ
モ
ー
ト
を
例
に
採
ろ
う
。
彼
を
「
例
の
あ
の
人
」
と
呼

ぶ
の
は
、
名
の
「
敬
避
」
で
は
あ
っ
て
も
、
彼
個
人
へ
の
「
尊
敬
」
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
。「
敬
避
」

と
「
尊
敬
」
は
多
く
の
点
を
共
有
し
つ
つ
も
、
異
な
る
原
理
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
八
〇

。
無
論
人
名

音
読
が
、
対
象
と
す
る
人
物
自
身
へ
の
「
尊
敬
」
と
し
て
作
用
す
る
場
合
も
あ
る
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
の

方
が
大
半
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
個
人
へ
の
「
尊
敬
」
と
名
の
「
敬
避
」
が
一
致
し
た
場
合

0

0

で

あ
っ
て
、
一
致
し
な
い
場
合
0

0

も
多
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
音
読
が
無
条
件
に
「
尊
敬
」
と
判
断
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。

「
す
べ
て
、
人
名
の
、
読
み
方
の
詳
か
な
ら
ぬ
も
の
は
、
当
推
量
に
読
ま
む
よ
り
は
、
音
読
す
る

を
よ
し
と
す
。
音
読
は
、
或
る
場
合
に
は
、
其
の
人
を
敬
ふ
こ
と
に
も
な
れ
ば
、
差
支
な
し
」八
一

　

逆
に
言
え
ば
、「
或
る
場
合
に
は
」
敬
う
こ
と
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
あ
く

ま
で
、「
当
推
量
に
読
ま
む
よ
り
は
」
音
読
が
ま
し

0

0

だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
尊
敬
」
と
い
う

点
か
ら
見
れ
ば
、
名
乗
訓
み
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
最
良
と
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
あ
く
ま
で
人
名
音
読
を
「
偉
人
」
と
結
び
付
け
た
い
論
者
の
中
に
は
、
揶
揄
の
事
例
を
、
日
本
語

学
で
い
う
「
敬
意
逓
減
（
漸
減
）
の
法
則
」
に
当
て
は
め
る
向
き
も
あ
ろ
う
。

「
敬
語
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
語
が
登
場
し
て
来
て
か
ら
暫
ら
く
の
間
は
、
語
感
も
新
鮮
で
あ
り
、

そ
の
語
に
伴
つ
て
ゐ
る
敬
意
も
濃
厚
で
あ
る
が
〔
中
略
〕
次
第
に
敬
意
が
希
薄
に
な
り
て
行
く
も

の
で
あ
つ
て
、
か
う
し
た
点
を
、
国
語
学
者
は
『
敬
意
漸
減
の
法
則
』
と
し
て
指
摘
し
て
ゐ
る
」八
二

　

人
名
音
読
が
揶
揄
と
結
び
付
い
た
の
も
、
音
読
の
対
象
が
次
第
に
拡
大
し
た
こ
と
で
、
こ
の
法
則
が

作
用
し
た
た
め
だ
と
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
う
し
た
仮
説
は
当
た

ら
な
い
八
三

。
以
下
の
徳
川
慶
喜
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
け
る
「
名
の
字
音

読
み
」
は
、「
登
場
し
て
来
て
か
ら
暫
ら
く
の
間
」
に
既
に
揶
揄
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
当
初
か
ら
揶
揄
と
結
び
付
い
て
い
た
と
言
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
幕
末
維
新
期

の
ド
イ
ツ
公
使
ブ
ラ
ン
ト
は
、
慶
喜
が
徳
川
宗
家
の
家
督
を
継
い
だ
後
、「
反
対
勢
力
か
ら
は
そ
の
名

の
漢
音
に
従
っ
て
『
ケ
イ
キ
』
と
呼
ば
れ
た
」八
四

と
回
想
し
て
い
る
。
遠
藤
幸
威
も
、
維
新
後
に
「
蔑

称
の
意
味
で
、
こ
と
さ
ら
『
ケ
イ
キ
』『
ケ
イ
キ
』
と
呼
ん
」八
五

だ
旧
旗
本
ら
の
姿
を
書
き
残
し
て
い
る
。

　

人
名
音
読
は
「
偉
人
」
へ
の
「
尊
敬
」
に
基
づ
く
と
い
う
丸
岡
の
主
張
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
同
時

代
人
が
森
有
礼
・
三
島
通
庸
・
東
条
英
機
ら
に
抱
い
た
複
雑
な
感
情
は
、「
尊
敬
」
と
い
う
皮
相
的
な

語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、
音
読
さ
れ
た
木
戸
孝
允
は
「
尊
敬
」
さ

れ
て
い
て
、
リ
ュ
ウ
セ
イ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
西
郷
隆
盛
は
「
尊
敬
」
さ
れ
な
か
っ
た
、

と
い
う
類
の
奇
妙
な
解
釈
を
導
き
か
ね
な
い
。

　

音
読
は
全
て
「
尊
敬
」
に
基
づ
く
と
い
う
粗
暴
な
描
写
は
、
一
見
、
穂
積
陳
重
の
研
究
成
果
八
六

―
日
本
に
は
古
来
、
実
名
直
称
を
避
け
る
習
俗
が
あ
っ
た

―
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
論
理
構
造
的
に
は
む
し
ろ
、
穂
積
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
近
世
国
学
の
主
張

―
本
邦
に
お
け
る
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名
は
、
元
来
全
て
美
称
で
あ
っ
た

―
に
近
い
。
穂
積
の
説
に
則
っ
て
い
る
つ
も
り
で
、
実
の
と
こ
ろ

穂
積
以
前
の
議
論
へ
と
回
帰
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

二
、
人
名
音
読
は
「
知
識
人
」
の
嗜
み
か

　

人
名
を
音
読
す
る
こ
と
が
知
識
人
の
嗜
み
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言
説
も
、
短
絡
的
に
過
ぎ
る
。
佐
川

は
人
名
音
読
の
解
説
内
で
、
わ
ざ
わ
ざ
「
有
職
と
は
、
そ
の
道
に
あ
か
る
い
人
、
も
の
し
り
、
す
ぐ
れ

た
人
と
い
う
意
味
」八
七

と
付
記
し
て
い
る
。
小
谷
野
は
、「
有
識
読
み
」（
人
名
音
読
）
を
「
歌
人
や
有

識
の
世
界
の
や
り
方
だ
。
し
か
し
現
代
に
お
い
て
は
歌
人
も
有
識
も
な
い
」
と
解
説
し
つ
つ
、
昨
今
で

も
「
学
者
の
世
界
」
で
は
こ
う
し
た
慣
習
が
根
付
い
て
い
る
と
す
る
八
八

。

　

こ
う
し
た
問
題
を
分
析
す
る
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
、
他
者
の
名
を
名
乗
訓
み
に

し
た
者
と
音
読
し
た
者
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
「
有
職
」
に
通
じ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
か
を
想
像

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

同
時
代
人
の
回
顧
を
参
照
し
よ
う
八
九

。
元
貴
族
院
書
記
官
の
河
野
義
克
は
、
松
平
保
男
の
名
を

「
や
す
お
」
と
読
ん
だ
と
こ
ろ
、「
そ
も
そ
も
こ
の
方
を
モ
リ
と
い
う
読
み
方
が
出
て
来
な
い
の
は
〔
中

略
〕
君
は
日
本
史
を
知
ら
な
い
」
と
窘
め
ら
れ
た
。
他
方
、
同
じ
く
元
貴
族
院
書
記
官
の
近
藤
英
明
に

よ
れ
ば
、
徳
川
家
達
は
名
乗
訓
み
を
「
よ
く
知
っ
て
お
い
で
に
な
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
正
確
に
お
読
み

に
」
な
っ
た
と
い
う
。
家
達
が
「
む
ず
か
し
い
の
〔
引
用
者
注
：
名
乗
訓
み
〕
を
得
意
に
な
っ
て
読
ん

だ
」
と
は
、
徳
川
宗
敬
の
証
言
で
あ
る
。
名
乗
訓
み
を
心
得
て
い
た
家
達
は
、
有
職
に
通
じ
て
い
る
と

判
断
さ
れ
（
自
身
も
そ
れ
を
誇
り
）、
通
俗
的
な
訓
み
に
甘
ん
じ
た
河
野
は
、
有
職
を
弁
え
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
名
乗
訓
み
が
ま
さ
に
「
有
職
読
み
」
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
第
二
章
の
論
証
と
符
合
す
る
。
更
に
近
藤
は
、「
分
か
ら
な
い
と
き
は
音
読
み
に
し
て
お
け
ば
い

い
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
」
と
も
語
る
。
つ
ま
り
、
名
乗
訓
み
と
い
う
「
有
職
読
み
」
に
通
じ
て
い
な

い
場
合
に
、
人
名
を
音
読
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

斎
藤
茂
吉
は
、「
俊
成
を
シ
ユ
ン
ゼ
イ
と
読
み
、
木
下
利
玄
を
ば
、
キ
ノ
シ
タ
・
リ
ゲ
ン
と
読
ん
で

毫
も
差
支
な
い
や
う
な
習
慣
に
し
て
し
ま
ふ
方
が
い
い
と
思
ふ
」
と
述
べ
、「
故
実
読
み
、
百
姓
読
み

の
限
界
を
ば
、
追
々
小
さ
く
す
る
や
う
な
一
般
の
事
情
に
な
る
方
が
好
い
や
う
に
私
は
お
も
ふ
」
と
も

記
す
九
〇

。「
故
実
読
み
」
を
知
悉
せ
ず
と
も
、
あ
る
い
は
「
百
姓
読
み
」
と
冷
笑
さ
れ
ず
と
も
、
人
名

を
音
に
「
読
ん
で
毫
も
差
支
な
い
や
う
な
習
慣
」
に
す
れ
ば
良
い
と
い
う
提
言
に
も
読
め
る
。
先
に
引

い
た
『
史
学
普
及
雑
誌
』
が
、
個
々
の
語
を
い
ち
い
ち
「
有
職
読
み
」
に
す
る
の
も
「
間
ぬ
る
き
話
」

で
あ
る
か
ら
、
神
祇
官
を
単
に
ジ
ン
ギ
カ
ン
と
音
読
し
て
も
構
わ
な
い
、
と
記
し
て
い
た
こ
と
に
も
通

じ
る
。
人
名
音
読
は
「
有
職
読
み
」
で
は
な
く
、「
有
職
読
み
」
を
乗
り
越
え
る
手
段
と
認
識
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
次
の
例
は
歴
史
上
人
物
に
関
す
る
記
述
だ
が
、
人
名
音
読
に
対
す
る
、
明
治
期
の
同
時
代

的
認
識
が
垣
間
見
え
て
興
味
深
い
。

「
人
名
氏
名
抔
ヲ
誤
読
シ
、
得
能
通
言
、
十
河
一
存
、
土
方
雄
久
、
花
房
職
之
等
訓
ジ
難
キ
者

ハ
音
読
ニ
テ
通
リ
過
ス
如
キ
ハ
、
啻
ニ
識
者
ノ
笑
ト
ナ
ル
而
己

マ
マ

ナ
ラ
ス
、
世
上
ニ
ハ
通
用
セ

ズ
」九
一

　

小
谷
野
ら
の
発
言
か
ら
は
、
名
を
音
読
す
る
の
が
識
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
戦

前
と
り
わ
け
明
治
期
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
正
反
対
の
認
識
が
根
付
い
て
い
た
。
名
の
音
読
は
時
に
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「
識
者
ノ
笑
ト
」
さ
え
な
っ
た
。
井
黒
弥
太
郎
も
、
榎
本
武
揚
に
つ
い
て
「
学
の
な
い
世
間
は
ブ
ヨ
ー

と
親
し
ん
だ
」九
二

と
す
る
。

　

勿
論
、
知
識
人
が
名
を
音
読
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
人
名
音
読
は
有
識
者
の
嗜
み
だ
と

い
う
暗
黙
の
了
解
の
存
在
も
、
否
定
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
人
名
音
読
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。
近
代
の
人
名
音
読
は
、
知
識
人
の
嗜
み
と
い
う
枠
を
超
え
、

無
学
0

0

な
庶
民
の
生
活
知
と
し
て
も
実
践
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
一
つ
の
習
俗
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

「
有
職
読
み
」
と
い
う
表
現
は
、
人
名
音
読
と
い
う
実
践
を
庶
民
の
手
か
ら
奪
い
、
知
識
人
と
い
う
限

ら
れ
た
階
層
に
委
ね
て
し
ま
う
九
三

。

三
、
人
名
音
読
は
古
来
の
「
伝
統
」
か

　

再
三
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
の
「
名
の
字
音
読
み
」
は
、
前
近
代
の
そ
れ
と
は
異
質
の
原
理

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
人
名
音
読
が
平
安
以
来
の
日
本
の
伝
統
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言

説
に
も
、
懐
疑
の
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
論
、「
名
の
字
音
読
み
」
が
平
安
期
に
も
行
わ
れ
た

こ
と
は
否
定
し
え
な
い
が
、
日
常
的
な
習
俗
と
し
て
の
人
名
音
読
は
、
ま
さ
に
近
代
の
産
物
と
言
っ
て

良
い
。
そ
の
点
、
有
職
読
み
を
「
古
語
で
、〈「
名
」、
字
音
〉
に
同
じ
」九
四

と
し
た
荻
生
は
誤
り
も
甚

だ
し
い
。
人
名
音
読
の
み
な
ら
ず
、
長
く
見
積
も
っ
て
も
三
十
数
年
の
歴
史
し
か
持
た
な
い
「
有
職
読

み
」
の
用
法
を
「
古
語
」
と
位
置
付
け
、
強
引
に
「
伝
統
」
化
し
て
い
る
。
以
下
に
示
す
大
正
期
の
家

庭
用
百
科
事
典
の
一
文
は
、
既
存
の
「
伝
統
」
言
説
と
真
っ
向
か
ら
衝
突
す
る
。

「
古
く
人
を
尊
み
て
、
其
の
名
を
音
読
す
る
こ
と
あ
り
き
。
俊
成
を
し
ゆ
ん
ぜ
い
、
定
家
を
て
い

か
、
行
成
を
か
う
ぜ
い
な
ど
い
ふ
こ
と
、
今
日
に
ま
で
残
れ
り
。
さ
れ
ど
名
は
正
し
く
呼
ぶ
べ
き

も
の
に
て
、
猥
り
に
こ
れ
を
音
読
し
、
又
字
画
を
省
く
な
ど
は
、
我
が
国
風
に
は
非
ず
と
知
る
べ

し
」九
五

　

当
該
項
目
執
筆
者
は
、「
我
が
国
風
に
非
」
ざ
る
ゆ
え
、
名
を
音
に
読
む
の
は
陋
習
と
し
て
斥
け
よ

と
呼
び
か
け
た
。
名
の
音
読
が
伝
統
だ
と
い
う
認
識
は
、
こ
こ
か
ら
は
微
塵
も
看
取
し
え
な
い
。
も
っ

と
も
、
人
名
音
読
は
伝
統
に
あ
ら
ず
と
い
う
表
白
も
、
そ
れ
が
伝
統
だ
と
い
う
言
説
と
同
程
度
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
性
を
備
え
る
た
め
、
引
用
に
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
こ
こ
で
は
、
人
名
音
読
を

日
本
の
伝
統
か
ら
外
れ
た
陋
習
と
捉
え
る
見
解
が
存
在
し
た
こ
と
だ
け
を
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
近
代

に
お
け
る
「
名
の
字
音
読
み
」
の
歴
史
的
意
義
は
、
伝
統
ら
し
き
も
の
と
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
非
伝
統

性
に
こ
そ
あ
る
ら
し
い
。
そ
も
そ
も
前
近
代
の
事
例
か
ら
も
、
人
名
音
読
が
連
続
性
よ
り
間
歇
性
に

よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
慣
習
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
九
六

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
は
本

稿
の
み
で
解
決
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
人
名
音
読
を
「
伝
統
」
と
表
現
し
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
究
明
し
た
い
。

　

無
論
、
右
の
三
つ
の
誤
解
は
、「
有
職
読
み
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
文
献
中
に
も
散
見
さ
れ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
固
定
観
念
が
、
逆
に
幽
霊
語
を
受
容
す
る
土
壌
と
な
っ
た
側
面
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た

め
、
こ
の
語
の
み
を
諸
悪
の
根
源
の
よ
う
に
見
做
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
は
い
え
、
誤
用
が
誤
解

の
拡
大
を
助
長
し
た
の
は
紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
完

全
な
る
偽
と
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
れ
も
部
分
的
に
は
真
で
あ
り
、
筆
者
が
学
ぶ
べ
き
点
も

多
く
あ
る
。
現
時
点
で
筆
者
が
強
調
し
う
る
の
は
、「
有
職
読
み
」
と
い
う
語
で
は
同
時
代
的
実
感
を
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掬
い
き
れ
な
い
、
と
い
う
客
観
的
事
実
の
み
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

「
読
み
癖
」
と
同
義
だ
っ
た
は
ず
の
「
有
職
読
み
」
は
、
角
田
文
衛
『
日
本
の
女
性
名
』
が
誤
読
さ

れ
、
そ
こ
に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
が
介
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
名
の
字
音
読
み
」
の
意
で
用
い
ら
れ
始

め
た
。
定
着
か
ら
僅
か
十
年
程
度
の
幽
霊
語
で
あ
る
。
名
乗
訓
み
の
方
が
「
有
職
読
み
」
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
、
近
代
の
人
名
音
読
は
「
ゐ
な
か
よ
み
」
の
性
質
を
多
分
に
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
こ
の
語
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
誤
用
の
定
着
に
よ
り
、（
一
）
名
を
音
に
読
ま

れ
る
人
物
は
「
偉
人
」
で
あ
る
、（
二
）
他
者
の
名
を
音
読
す
る
の
は
「
知
識
人
」
の
嗜
み
で
あ
る
、

（
三
）
人
名
音
読
は
平
安
以
来
の
日
本
の
「
伝
統
」
で
あ
る
、
と
い
っ
た
固
定
観
念
が
強
化
さ
れ
た
。

同
時
代
的
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
面
的
解
釈
で
あ
る
。「
有
職
読
み
」
は
人
名
音

読
の
意
に
あ
ら
ず
と
い
う
結
論
は
、
そ
れ
自
体
瑣
末
な
知
識
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
や
や

も
す
る
と
「
も
っ
と
も
ら
し
さ
」
に
飛
び
付
き
が
ち
な
我
々
に
と
っ
て
、
本
論
で
取
り
上
げ
た
事
例
は

一
つ
の
教
訓
と
も
な
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

「
有
職
読
み
」
の
語
の
是
非
は
本
来
、
人
名
音
読
自
体
の
研
究
か
ら
切
り
離
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
誤
解
の
払
拭
に
重
き
を
置
く
あ
ま
り
、
や
や
文
脈
を
脱
し
た
分
か
り
に

く
い
記
述
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
誤
読
・
誤
用
の
生
起
過
程
を
世
に
問
い
、
諸
賢
の
批
判
と
教
示
を
仰

ぐ
次
第
で
あ
る
。

（
付
記
）

　

誤
読
を
め
ぐ
る
考
察
部
分
に
関
し
て
は
、
明
治
大
学
図
書
館
紀
要
編
集
部
会
の
皆
様
に
様
々
な
ご
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

＊
初
出
：『
文
学
研
究
論
集
』
四
五
（
明
治
大
学
大
学
院
、
二
〇
一
六
年
九
月
）、
二
〇
七
―
二
二
六
頁
。

【
注
】

一 

人
名
音
読
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
稿
を
起
こ
す
つ
も
り
だ
が
、
差
し
当
た
り
「
第
五
六
回
日
本
史
関

係
卒
業
論
文
発
表
会
要
旨
」（『
地
方
史
研
究
』
三
七
五
、
二
〇
一
五
年
六
月
）、
九
二
頁
掲
載
の
拙
文

を
参
照
の
こ
と
。

二 

「
名
前
の
近
代
化
」
の
語
は
、
森
謙
二
「
名
前
の
近
代
化

―
襲
名
か
ら
一
人
一
名
主
義
へ

―
」（
落

合
恵
美
子
編
『
徳
川
日
本
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

三 

有
職
／
有
識
、
読
み
／
訓
み
、
ユ
ウ
ソ
ク
／
ユ
ウ
シ
ョ
ク
な
ど
表
記
や
読
み
の
揺
れ
も
あ
る
が
、
本

稿
で
は
全
て
同
一
の
語
と
見
做
す
。

四 

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
「
有
職
読
み
」
項
（h

ttp
://jap

an
k
n
ow

led
g

e.com
/

）。
な
お
当
該
項
目
執
筆
者
が
、

中
世
・
近
代
以
外
の
人
名
音
読
（
例
え
ば
佐
藤
信
淵
を
シ
ン
エ
ン
と
呼
ぶ
場
合
な
ど
）
を
「
有
職
読
み
」

に
含
め
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
。

五 

荻
生
待
也
『
日
本
人
名
関
連
用
語
大
辞
典
』
遊
子
館
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
五
頁
。

六 

飛
田
良
文
は
、
外
来
語
と
の
関
係
か
ら
、
明
治
期
の
新
語
を
「
新
造
語
」「
借
用
語
」「
転
用
語
」
の

三
つ
に
分
類
し
た
（
飛
田
『
明
治
生
ま
れ
の
日
本
語
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
頁
）。
こ
の
類

型
を
強
引
に
新
語
一
般
に
適
用
す
れ
ば
、
人
名
音
読
を
意
味
す
る
「
有
職
読
み
」
は
、
転
用
語
の
範

疇
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

七 

笹
原
宏
之『
国
字
の
位
相
と
展
開
』三
省
堂
、二
〇
〇
七
年
、六
〇
一
頁
。
幽
霊
語
の
具
体
例
と
し
て
、「
雪
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叩
き
」（
紀
田
順
一
郎
「
存
在
し
な
い
語
彙
」（
柳
瀬
尚
紀
編
『
辞
書
』
作
品
社
、一
九
九
七
年
））、「
顧
盻
」

（
高
橋
忠
彦
、
高
橋
久
子
「『
顧
眄
』
の
異
表
記
に
つ
い
て
」（『
日
本
語
と
辞
書
』
一
二
、
二
〇
〇
七

年
五
月
））
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
前
掲
笹
原
は
、
幽
霊
語
な
ら
ぬ
「
幽
霊
文
字
」
の
生
起
過

程
を
跡
付
け
た
。
な
お
「
生
新
し
い
」
の
よ
う
に
、
か
つ
て
幽
霊
語
と
考
え
ら
れ
た
語
が
、
用
例
の

発
見
に
よ
り
実
体
性
を
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
（
松
井
栄
一
『
国
語
辞
典
に
な
い
言
葉
』
南
雲
堂
、

一
九
八
三
年
、
二
二
四
―
二
二
八
頁
）。

八 

筆
者
は
近
代
に
お
け
る
人
名
音
読
を
、
前
近
代
の
そ
れ
と
は
原
理
を
異
に
す
る
別
事
例
と
解
し
て
い

る
。
無
論
、
両
者
の
間
に
は
一
定
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
無
し
に
は
近
代
の
人
名
音
読
も
成

立
し
え
な
い
が
、
共
通
項
を
前
提
に
そ
の
差
異
を
見
極
め
る
こ
と
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

紙
幅
の
関
係
上
詳
述
出
来
な
い
が
、
明
治
以
降
の
「
名
の
字
音
読
み
」
は
、
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の

移
行
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
知
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
事
例
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、「
有
職
読
み
」

と
関
連
す
る
限
り
に
お
い
て
、明
治
以
降
の
人
名
音
読
の
特
質
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、本
稿
で
は
「
前

近
代
の
人
名
音
読
」
を
一
括
り
に
扱
う
が
、
当
然
平
安
期
の
そ
れ
と
近
世
の
そ
れ
と
の
間
に
は
質
的

差
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
別
に
論
じ
た
い
。

九 

本
稿
で
は
あ
え
て
、「
有
職
読
み
」
の
語
に
対
す
る
代
替
案
の
提
示
は
行
わ
な
い
。
無
論
、
筆
者
に
は

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
世
に
問
う
準
備
が
あ
る
が
、
近
代
の
人
名
音
読
に
関
す
る
実
証
結
果
を
示
さ
ず

に
そ
の
術
語
の
み
を
提
案
し
て
も
、
い
た
ず
ら
に
新
た
な
誤
読
を
招
く
だ
け
だ
と
考
え
る
た
め
で
あ

る
。

一
〇 

小
谷
野
『
頭
の
悪
い
日
本
語
』
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
。
同
『
俺
の
日
本
史
』
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
。

も
っ
と
も
一
般
書
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
小
谷
野
の
主
張
は
学
術
的
な
論
証
手
続
き
を
経
て
お
ら
ず
、

印
象
論
に
留
ま
る
。
例
え
ば
氏
は
後
述
の
通
り
、
こ
の
語
が
辞
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
誤

用
の
論
拠
に
挙
げ
た
が
、
こ
う
し
た
態
度
自
体
「
節
用
禍
・
辞
書
禍
」（
山
田
俊
雄
「
節
用
禍
・
辞
書
禍
」

（
前
掲
柳
瀬
編
）
参
照
）
の
一
つ
の
現
れ
に
他
な
ら
な
い
。
幽
霊
語
が
辞
書
に
掲
載
さ
れ
る
一
方
、
存

在
す
る
は
ず
の
語
が
辞
書
か
ら
漏
れ
る
ケ
ー
ス
も
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
た
め
、
辞
書
に
お
け
る
掲

載
の
有
無
の
み
で
誤
用
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
加
え
て
氏
は
、
自
著
で
の
誤
用
に
全
く

言
及
せ
ず
、「
有
職
読
み
」
を
「
頭
の
悪
い
日
本
語
」
と
断
定
し
て
お
り
、
著
し
く
公
正
性
に
欠
け
る
。

本
論
は
、
小
谷
野
の
事
実
誤
認
を
随
時
訂
正
し
つ
つ
、
そ
の
直
感
を
学
術
的
に
裏
付
け
る
こ
と
を
一

つ
の
目
的
と
す
る
。

一
一 

佐
藤
浩
一
は
「
有
職
読
み
」
の
語
を
用
い
る
に
際
し
、「
現
代
日
本
語
の
用
法
」
と
し
て
は
こ
の
語
は

人
名
音
読
の
意
だ
と
断
っ
た
上
で
、
こ
の
語
を
従
前
通
り
に
用
い
る
と
い
う
立
場
を
表
明
し
た
（
佐

藤
「
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
の
研
究
」
要
旨
（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
三
輯
二

分
冊
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）、
一
三
三
頁
）。

一
二 

同
一
著
者
に
よ
る
同
一
文
脈
で
の
使
用
例
も
一
件
に
統
合
し
た
。
い
ず
れ
も
発
表
年
の
古
い
も
の
の

み
を
挙
げ
た
。

一
三 

「
有
職
読
み
の
事
」（『
史
学
普
及
雑
誌
』
九
、一
八
九
三
年
五
月
）、
一
四
頁
（D

C

）。「
有
職
読
み
」
の

語
が
近
世
以
前
に
見
ら
れ
た
か
否
か
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
極
め
て
構
造
の
近
い
語
で
あ
る

「
故
実
読
み
」
が
、『
大
言
海
』
に
も
収
録
の
無
い
「
か
な
り
新
ら
し
い
用
語
」
だ
と
い
う
山
田
俊
雄

の
指
摘
（
山
田
「
読
み
癖
・
故
実
読
み
序
説
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
二
五
（
一
〇
）、
一
九
六
〇

年
九
月
）、
六
八
頁
）
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
語
も
明
治
生
ま
れ
の
新
語
と
推
測
出
来
よ
う
。
な
お
、
山

田
が
「『
故
実
よ
み
』
と
か
『
よ
み
く
せ
』
と
い
ふ
称
呼
は
、〔
中
略
〕
厳
密
な
意
味
で
の
術
語
で
は

な
い
」（
山
田
俊
雄
「『
故
実
よ
み
』『
よ
み
く
せ
』
に
つ
い
て
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
一
七
（
二
）、

一
九
五
二
年
二
月
）、
一
八
頁
）
と
語
る
よ
う
に
、「
有
職
読
み
」
も
正
用
・
誤
用
に
関
わ
ら
ず
、
そ

も
そ
も
学
術
用
語
と
し
て
云
々
す
べ
き
語
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
誤
用
が
あ
た
か

も
専
門
語
で
あ
る
か
の
よ
う
に
流
布
し
て
い
る
実
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
語
を
あ
え
て
術
語
と
し

て
検
討
す
る
意
味
も
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。

一
四 

武
田
祐
吉
『
日
本
文
学
研
究
法
』
河
出
書
房
、
一
九
三
八
年
、
五
八
頁
。

一
五 

日
本
歴
史
地
理
学
会
『
歴
史
地
理
』
二
二
（
二
）、
一
九
一
三
年
八
月
、
二
〇
九
頁
。

一
六 

「
布
遅
古
路
毛
」（
本
居
豊
穎
校
訂
『
本
居
春
庭
・
大
平
・
内
遠
全
集
』
吉
川
半
七
、
一
九
〇
三
年
）、

一
一
二
三
頁
。
前
掲
『
歴
史
地
理
』
二
二
（
二
）。
下
橋
敬
長
『
幕
末
の
宮
廷
』
図
書
寮
、
一
九
二
二
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年
、
二
二
頁
（D

C

）。
黒
岩
万
次
郎
編
『
玄
堂
雑
纂
』
一
九
二
九
年
、
一
一
七
頁
（D

C

）。
江
馬
務
「
御

即
位
式
大
嘗
祭
の
沿
革
」（『
風
俗
研
究
』
九
二
、
一
九
二
八
年
一
月
）、
二
頁
（D

C

）。
神
田
喜
一
郎

「
書
名
雑
話
」（『
愛
書
』
一
、一
九
三
三
年
六
月
）、
九
頁
。
出
雲
路
通
次
郎
『
有
職
故
実
』
岩
波
書
店
、

一
九
三
三
年
、
三
八
頁
（D

C

）。
前
掲
武
田
。

一
七 

文
部
省
調
査
普
及
局
国
語
課
編
『
国
語
審
議
会
の
記
録
』、
一
九
五
二
年
、
一
一
八
頁
（D

C

）。

一
八 

藤
直
幹
「
有
職
故
実
」（『
世
界
歴
史
事
典
』
一
九
、
平
凡
社
、
一
九
五
三
年
）、
八
一
頁
（D

C

）。
岩

橋
小
弥
太
「
名
目
雑
抄
」（
金
田
一
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
言
語
民
俗
論
叢
』
三
省
堂
出
版
、

一
九
五
三
年
）、
二
二
四
頁
（D

C

）。
猪
熊
兼
繁
「
有
職
」（『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
一
八
、
河
出
書
房

新
社
、
一
九
五
九
年
）、
二
八
三
頁
。『
図
説
俳
句
大
歳
時
記　

春
』
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
、
九
五
頁
。

三
宅
武
郎
「
音
訓
整
理
は
な
ぜ
必
要
か
」（『
言
語
生
活
』
一
四
九
、
一
九
六
四
年
二
月
）、
三
七
頁
。

鈴
木
敬
三
「
平
安　

鎌
倉　

南
北
朝
時
代
の
拵
」（
本
間
順
治
ほ
か
監
修
『
日
本
刀
全
集
六
』
徳
間
書

店
、
一
九
六
六
年
）、
四
二
頁
。
岡
一
男
『
古
典
の
再
評
価
』
有
精
堂
、
一
九
六
八
年
、
八
三
頁
。
西

島
宏
「
文
字
教
育
の
問
題
点
」（
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
『
国
語
科
教
育
』
一
五
、一
九
六
八
年
三
月
）、

二
五
頁
。
猪
熊
「
維
新
前
の
公
家
」（『
明
治
維
新
の
こ
ろ
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
）、
八
〇
頁

（D
C

）。
有
吉
佐
和
子
『
出
雲
の
阿
国　

上
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
年
、
四
八
頁
。
小
林
芳
規
「
日

本
語
の
歴
史　

中
世
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
三
四
（
一
四
）、
一
九
六
九
年
一
二
月
）、
六
一

頁
（D

C

）。
橋
本
義
彦
「
院
評
定
制
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
二
六
一
、一
九
七
〇
年
二
月
）、
八
頁
。

北
岡
四
良
「
伊
勢
方
言
意
識
」（『
皇
學
館
大
學
紀
要
』
九
、
一
九
七
一
年
一
月
）、
二
一
七
頁
。
来
田

隆
「
抄
物
に
於
け
る
『
清
』『
濁
』
注
記
に
つ
い
て
」（『
国
語
学
』
八
四
、一
九
七
一
年
三
月
）、五
八
頁
。

折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
編
『
折
口
信
夫
全
集
ノ
ー
ト
編
』
一
二
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、

四
八
頁
。
瀧
川
政
次
郎
『
元
号
考
証
』
永
田
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
九
二
頁
。
同
「
年
号
の
よ
み
方
・

つ
け
方
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
地
理
』
二
四
〇
、一
九
七
五
年
九
月
）、
三
六
頁
（D

C

）。
同
「
序
」（
律

令
研
究
会
『
訳
註
日
本
律
令
』
四
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
）、
一
頁
。

一
九 

以
下
、
角
田
『
日
本
の
女
性
名　

上
』
教
育
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
七
二
―
一
七
三
頁
よ
り
。

二
〇 

前
掲
小
谷
野
二
〇
一
五
、七
九
頁
。

二
一 

角
田
「
後
宮
の
歴
史
」（『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
五
（
一
三
）
臨
時
号
、
一
九
八
〇
年

一
〇
月
）、
三
六
頁
。

二
二 

角
田
「
冷
泉
家
の
歴
史
」（
冷
泉
為
任
監
修
『
冷
泉
家
の
歴
史
』
朝
日
新
聞
社
、一
九
八
一
年
）、二
八
頁
。

二
三 

前
掲
小
谷
野
二
〇
一
五
、七
九
頁
。

二
四 

以
下
、
高
梨
『
名
前
の
は
な
し
』
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
、
一
七
六
―
一
七
七
頁
。

二
五 

佐
川
『
作
家
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
辞
典
』
創
拓
社
、一
九
九
〇
年
、五
八
頁
。
な
お
、巻
末
参
考
文
献
に
は
『
日

本
の
女
性
名
』『
名
前
の
は
な
し
』
の
い
ず
れ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
佐
川
が
角
田
の
文
を
直

接
誤
読
し
た
の
か
、
高
梨
の
誤
読
を
継
承
し
た
の
か
は
不
明
。

二
六 

そ
も
そ
も
誤
読
や
誤
用
と
い
う
現
象
自
体
、
一
概
に
悪
い
と
は
言
え
な
い
。
平
野
啓
一
郎
は
、
誤
読

に
は
「
貧
し
い
誤
読
」
の
他
に
「
豊
か
な
誤
読
」
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
（
平
野
『
本
の
読
み
方
』

P
H

P

研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
六
八
頁
）。
氏
に
よ
れ
ば
「
文
化
と
い
う
の
は
、
伝
播
過
程
の
『
誤
読
力
』

に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
」（
同
七
〇
頁
）。
誤
用

に
つ
い
て
も
、
転
用
語
と
い
う
形
で
肯
定
的
に
捉
え
う
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、「
有

職
読
み
」
に
関
し
て
は
第
二
、三
章
で
述
べ
る
理
由
か
ら
、「
貧
し
い
誤
読
」
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
七 

「
カ
メ
」
に
つ
い
て
は
仁
科
邦
男
『
犬
た
ち
の
明
治
維
新
』
草
思
社
、二
〇
一
四
年
、一
六
八
―
一
七
一
頁
。

ま
た
、『
巨
人
の
星
』
主
題
歌
中
の
「
思
い
こ
ん
だ
ら
試
練
の
道
を
」
と
い
う
歌
詞
を
「
重
い
コ
ン
ダ
ラ
」

と
聞
き
違
い
、
主
人
公
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
用
い
た
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ら
し
用
ロ
ー
ラ
ー
」
の
意
と

誤
認
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
（
高
島
俊
男
「
重
い
コ
ン
ダ
ラ
」（『
お
言
葉
で
す
が
…
』
文
藝
春
秋
、

一
九
九
六
年
））。
も
っ
と
も
高
島
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
ほ
と
ん
ど
天
才
的
創
造
」（
同
八
三
頁
）

で
あ
る
。「
カ
メ
」
は
外
国
語
の
聞
き
誤
り
、「
コ
ン
ダ
ラ
」
は
い
わ
ゆ
る
「
ぎ
な
た
読
み
」
に
端
を

発
す
る
た
め
、「
有
職
読
み
」
の
場
合
と
は
一
次
的
要
因
を
異
に
す
る
。
三
者
の
共
通
項
は
、
①
言
葉

の
欠
け
た
場
所
に
、
関
係
の
無
い
語
・
文
字
列
が
入
り
込
ん
だ
点
、
②
誤
解
・
誤
用
に
よ
る
新
語
が
、

一
定
の
「
も
っ
と
も
ら
し
さ
」
を
も
っ
て
流
布
し
た
点
に
あ
る
。

 

　

以
上
、
俗
語
の
側
面
を
強
調
し
て
説
明
し
た
が
、
あ
る
い
は
こ
こ
で
、
言
語
哲
学
に
お
け
る
「
指
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示
の
変
化
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
応
用
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
か
つ
て
ア
フ
リ
カ

大
陸
の
一
部
を
指
示
し
た
固
有
名
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
」
は
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
誤
解
を
機
に
、
ア

フ
リ
カ
沖
の
大
き
な
島
を
指
す
語
に
変
化
し
た
。「
指
示
の
変
化
」
に
つ
い
て
は
、
藤
川
直
也
『
名
前

に
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

二
八 

丸
谷
『
新
々
百
人
一
首
』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
、
六
四
七
頁
。

二
九 

丸
谷
「
し
ぶ
し
ぶ
批
判
す
る
」（『
歴
史
の
花
か
ご　

下
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、
三
四
六
頁
。

同
『
丸
谷
才
一
の
日
本
語
相
談
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
五
頁
。

三
〇 

村
山
修
一
『
日
本
先
覚
者
列
伝
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
頁
。

三
一 

榊
原
邦
彦
『
平
安
語
彙
論
考
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
、
一
七
二
頁
。
阿
波
根
朝
松
『
琉

歌
古
語
辞
典
』
那
覇
出
版
社
、一
九
八
三
年
、五
七
頁
。
小
松
茂
美
「
永
井
路
子
『
こ
の
世
を
ば
』」（『
歴

史
と
人
物
』
一
六
二
、
一
九
八
四
年
七
月
）、
二
三
九
頁
。「
故
実
読
み
」（
フ
ラ
ン
ク
・B

・
ギ
ブ
ニ
ー

編
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
二
小
項
目
事
典　

第
二
版
』T

B
S

ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
八

年
、
九
八
五
頁
）。
瀧
川
訳
註
「
典
薬
寮
」（
律
令
研
究
会
『
訳
註
日
本
律
令
』
一
〇
、
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
九
年
）、三
四
九
頁
。
小
松
「
右
兵
衛
尉
平
朝
臣
重
康
は
い
た
」（
古
筆
学
研
究
所
『
水
茎
』
六
、

一
九
八
九
年
三
月
）、
三
八
頁
。
坪
井
清
足
「
坂
本
先
生
と
平
城
宮
」（『
坂
本
太
郎
著
作
集
一
〇
付
録
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
七
月
）、
六
頁
。
鈴
木
真
弓
「
名
目
抄
」（『
国
史
大
辞
典
』
一
三
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
五
三
七
頁
）。「
有
職
読
み
」（
松
村
明
編
『
大
辞
林　

第
二
版
』
三
省
堂
、

一
九
九
五
年
）、
二
六
一
七
頁
。『
新
辞
林
』
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
、
一
九
一
五
頁
。
曲
亭
馬
琴
編
、

堀
切
実
校
注
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草　

下
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
六
頁
。
前
掲
村
山
、

一
五
頁
。

三
二 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
は
「
つ
き
あ
い
づ
ら
く
、
無
視
し
づ
ら
い
存
在
」（
渡
辺
智
暁
「
わ
れ
わ
れ
は
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
と
ど
う
つ
き
あ
う
べ
き
か
」（『
情
報
の
科
学
と
技
術
』
六
一
（
二
）、
二
〇
一
一
年
二

月
）、
六
四
頁
）
と
表
現
さ
れ
る
。
山
田
晴
通
曰
く
、「
今
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
側
に
い
る
者
に
と
っ
て
、

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
難
し
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
」（
山
田
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
間
」（『
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
』
一
三
一
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）、

六
一
頁
）

三
三 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
有
職
読
み
」
項
、h

ttp
s://ja.w

ik
ip

ed
ia.org

/w
ik

i/%
E

6
%

9
C

%
8
9
%

E
8
%

8
1
%

B

7
%

E
8
%

A
A

%
A

D
%

E
3
%

8
1
%

B
F

。
ウ
ェ
ブ
上
の
類
似
記
述
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
立
項
以
前
に
も
見
ら

れ
た
が
（
例
え
ば
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
のh

ttp
://ok

w
av

e.jp
/q

a/q
1
2
1
8
2
6
1
.h

tm
l

）、
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
の
社
会
的
影
響
力
を
重
視
し
、
他
サ
イ
ト
の
分
析
は
割
愛
。
な
お
本
稿
で
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
「
履
歴
表
示
」
を
、
誤
読
過
程
を
示
す
史
料
と
見
做
す
。

三
四 

二
〇
〇
九
年
一
一
月
四
日
に
典
拠
不
十
分
、
二
〇
一
一
年
四
月
二
九
日
に
「
独
自
研
究
」
の
疑
い
が

示
さ
れ
、
同
年
一
二
月
六
日
に
は
、
ご
く
僅
か
な
が
ら
「
有
職
読
み
」
の
原
義
も
付
記
さ
れ
た
。
な

お
余
談
だ
が
、
独
自
研
究
と
い
う
語
に
関
す
る
以
下
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世

界
に
身
を
置
く
研
究
者
た
ち
の
多
く
が
、
日
常
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

の
用
語
で
い
え
ば
、『
独
自
研
究
』
に
他
な
ら
な
い
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
側
の
研
究
者
た
ち
は
〔
中
略
〕
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
の
言
う
『
独
自
研
究
』
の
独
創
性
、
先
取
性
を
競
っ
て
お
り
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
は

目
指
す
方
向
が
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
」（
前
掲
山
田
晴
通
、
六
二
頁
）

三
五 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
は
「
精
度
の
低
い
情
報
で
も
一
度
は
公
開
し
な
け
れ
ば
、
チ
ェ
ッ
ク
す
ら
で
き

な
い
」（
山
本
ま
さ
き
他
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
』
九
天
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
〇
四
頁
）
た
め
、「
最
初
に
書
か
れ
た
記
述
が
、
た
と
え
誤
り
で
も
事
実
と
し
て
独
り
歩
き
し
が
ち
」

（
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
「
地
球
を
丸
ご
と
百
科
事
典
に
」（『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』

二
一
（
三
）、
二
〇
〇
六
年
一
月
）、
四
四
頁
）
で
あ
る
。

三
六 

「
有
職
読
み
＝
人
名
音
読
」
と
い
う
知
識
が
「
教
養
」
と
化
し
た
こ
と
を
示
す
、
象
徴
的
な
例
を
挙
げ

よ
う
。
コ
ナ
ミ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
戦
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
「
ク
イ
ズ
マ
ジ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
」
シ
リ
ー
ズ

で
は
、「
藤
原
佐
理
を
『
ふ
じ
わ
ら
の
さ
り
』
と
い
う
よ
う
に
、
歌
人
な
ど
の
名
を
音
読
み
に
し
て
敬

意
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を
何
と
い
う
？
」（
分
野
：
文
系
学
問
。
正
答
：
有
職
読
み
）
と
い
う
ク
イ
ズ
が

出
題
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
但
し
筆
者
は
未
見
）。

三
七 

前
掲
荻
生
、
二
一
〇
頁
。
宝
利
尚
一
ほ
か
「
日
本
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
出
会
い
」（『
北
海
学
園
大
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学
人
文
論
集
』
三
九
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
一
二
二
―
一
二
三
頁
。
吉
田
祐
二
『
日
銀　

円
の
王
権
』

学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
四
頁
。
読
売
新
聞
二
〇
一
〇
年
九
月
九
日
西
部
夕
刊
七
面
（
ヨ

ミ
ダ
ス
歴
史
館
、h

ttp
s://d

atab
ase.y

om
iu

ri.co.jp
/rek

ish
ik

an
/

、
読
売
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
以

下
同
じ
）。
小
谷
野
『
名
前
と
は
何
か　

な
ぜ
羽
柴
筑
前
守
は
筑
前
と
関
係
が
な
い
の
か
』
青
土
社
、

二
〇
一
一
年
、
一
〇
〇
頁
。
藤
本
灯
「
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
名
字
部
の
研
究
」（『
日
本
語
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
五
頁
。
伊
東
ひ
と
み
『
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
の
大
研
究
』
新
潮
社
、

二
〇
一
五
年
、
九
二
頁
。
丸
岡
慎
弥
著
、
渡
部
昇
一
監
修
『
日
本
の
心
は
銅
像
に
あ
っ
た
』
育
鵬

社
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
六
頁
。
前
掲
、
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
「
有
職
読
み
」
項
（
図
書
に
準
ず
る
も

の
と
す
る
）。
な
お
、
一
定
の
学
術
性
を
備
え
た
ウ
ェ
ブ
上
記
事
で
の
誤
用
に
、
田
村
良
平
「
政
頼
を

め
ぐ
っ
て
」（
明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
、h

ttp
://w

w
w

.h
in

o.m
eisei-u

.ac.jp
/n

ih
on

b
u
n
/

lectu
re/0

9
5
.h

tm
l

、
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
五
日
）
が
あ
る
。
ま
た
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
の
蒲
郡
市
立
図
書
館
の
事
例
（h

ttp
://crd

.n
d
l.g

o.jp
/referen

ce/m
od

u
les/d

3
n
d
lcrd

en
try

/

in
d
ex

.p
h
p
?p

ag
e=

ref_
v
iew

&
id

=
1
0
0
0
1
2
7
6
9
4

、
二
〇
一
三
年
一
月
一
三
日
登
録
）
で
は
、
留
保
付

き
で
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
有
職
読
み
」
項
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
原
義
に
忠
実
な
例
は
、
佐
藤
『
仇

兆
鰲
「
杜
詩
詳
註
」
の
研
究
』
早
稲
田
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
七
年
二
月
、
五
〇
頁
及
び
前
掲
要
旨
。

岡
田
莊
司
編
『
日
本
神
道
史
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
〇
年
、三
〇
頁
。
阿
部
猛
『
日
本
史
雑
学
大
辞
典
』

同
成
社
、
二
〇
一
三
年
、
五
〇
〇
頁
。
前
掲
小
谷
野
二
〇
一
四
、二
〇
一
五
。
前
掲
拙
論
要
旨
。

三
八 

「
平
成
二
七
年
深
谷
市
教
育
委
員
会
第
二
回
定
例
会
会
議
録
」
二
〇
一
五
年
二
月
（h

ttp
://w

w
w

.city
.

fu
k
ay

a.saitam
a.jp

/ik
k
rw

eb
B

row
se/m

aterial/files/g
ro

u
p
/5

3
/h

2
7
_
0
2
_

k
aig

irok
u
.p

d
f

）。

三
九 

ピ
エ
ー
ル
・
ア
ス
リ
ー
ヌ
ほ
か
著
、佐
々
木
勉
訳
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
革
命
』
岩
波
書
店
、二
〇
〇
八
年
、

一
四
頁
。

四
〇 

大
辞
泉
「
有
職
読
み
」
項
の
出
典
を
小
学
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
カ

ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
本
坊
氏
並
び
に
担
当
部
署
の
方
よ
り
、『
日
本
の
女
性
名
』
を
元
に
し
た
旨
ご

回
答
い
た
だ
い
た
（
二
〇
一
四
年
二
月
三
日
）。
た
だ
、
近
代
事
例
を
含
む
大
辞
泉
の
記
述
は
明
ら
か

に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
お
り
、
角
田
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
裏
付
け
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た

に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
筆
者
の
指
摘
を
受
け
た
小
学
館
は
、「【
補
説
】『
有
職
読
み
』
の
確

か
な
定
義
は
見
当
た
ら
な
い
。
人
名
以
外
の
漢
字
語
の
慣
用
読
み
を
有
職
読
み
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」

と
の
加
筆
を
検
討
中
と
い
う
。
ち
な
み
に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
典
拠
に
『
日
本
の
女
性
名
』
が
加
わ

る
の
は
二
〇
一
一
年
五
月
一
〇
日
。

四
一 

工
藤
与
志
文
「
文
章
読
解
に
お
け
る
『
信
念
依
存
型
誤
読
』
の
生
起
に
及
ぼ
す
ル
ー
ル
教
示
の
効
果
」

（『
教
育
心
理
学
研
究
』
四
五
（
一
）、
一
九
九
七
年
三
月
）

四
二 

前
掲
渡
辺
、
六
七
頁
。

四
三 

前
掲
小
谷
野
二
〇
一
一
。
前
掲
小
谷
野
二
〇
一
五
に
は
、「
と
こ
ろ
で
七
年
ほ
ど
前
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
で
、
こ
う
い
う
人
名
音
読
み
を
『
有
職
読
み
』
と
す
る
と
立
項
さ
れ
て
い
て
、
私
も
信
じ
て
い
た

の
だ
が
」（
七
八
頁
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
小
谷
野
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
立
項
以
前
に
も
人
名
音
読

に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る
が
（
小
谷
野
「
人
名
音
読
み
世
代
」（『
軟
弱
者
の
言
い
分
』

晶
文
社
、
二
〇
〇
一
年
））、
当
然
な
が
ら
こ
こ
で
は
「
有
職
読
み
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

四
四 

前
掲
小
谷
野
二
〇
一
四
、一
四
六
頁
。

四
五 

前
掲
小
谷
野
二
〇
一
五
、七
九
頁
。

四
六 

木
村
忠
正
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
日
本
社
会
」（
前
掲
ア
ス
リ
ー
ヌ
）、
一
三
七
頁
。

四
七 

例
え
ば
「
榎
本
武
揚
」
項
（h

ttp
s://ja.w

ik
ip

ed
ia.org

/w
ik
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）
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
、
従
来
「
有
職
読
み
」
と
あ
っ
た
箇
所
を
「
故

実
読
み
」
に
変
更
。

四
八 

「
榎
本
武
揚
〔
中
略
〕
幼
名
は
釜
次
郎
。
名
は
『
ぶ
よ
う
』
と
故
実
読
み
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」（「
榎

本
武
揚
の
シ
ベ
リ
ア
横
断
旅
行
」（『
桜
友
会
報
』
一
〇
六
、
二
〇
一
五
年
五
月
）、
七
頁
）。
他
に
前
掲

の
深
谷
市
教
委
会
議
録
。

四
九 

近
世
和
歌
研
究
会
『
近
世
歌
学
集
成　

上
』
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
、
三
九
六
頁
。

五
〇 

山
田
俊
雄
「
故
実
読
み
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
五
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
）、
七
六
八
頁
。
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五
一 

遠
藤
邦
基
「
故
実
読
み
」（
佐
藤
喜
代
治
ほ
か
編
『
漢
字
百
科
大
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）、

八
四
頁
。

五
二 
故
実
叢
書
編
集
部
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書　

安
斎
随
筆
（
第
二
）』
明
治
図
書
出
版
、
一
九
五
三
年
、

九
五
頁
。

五
三 

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
『
拾
芥
抄
（
上
中
下
）』
八
木
書
店
、一
九
九
八
年
、一
〇
三
―
一
〇
六
頁
（「
人

名
録
」）。
同
『
二
中
歴
（
二
）』
八
木
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
八
八
―
一
九
三
頁
（「
名
字
歴
」）。

五
四 

春
名
好
重
『
藤
原
佐
理
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
三
六
頁
。

五
五 

太
田
為
三
郎
『
和
漢
図
書
目
録
法
』
芸
艸
会
、
一
九
三
二
年
、
一
三
八
頁
（D

C

）。
前
掲
山
田
俊
雄
、

一
九
六
〇
年
、
七
一
頁
。

五
六 

青
木
輔
清
編
『
通
俗
名
乗
字
解
』
同
盟
社
、
一
八
七
五
年
、
緒
言
（D

C

）。

五
七 

安
藤
徳
器
『
西
園
寺
公
望
』
白
揚
社
、
一
九
三
八
年
、
一
六
〇
頁
。

五
八 

福
岡
醇
祐
『
非
常
時
局
に
た
つ
近
衛
公
』
東
京
閣
、
一
九
三
七
年
、
三
二
二
頁
（D

C

）。

五
九 

故
実
叢
書
編
集
部
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書　

安
斎
随
筆
（
第
一
）』
明
治
図
書
出
版
、
一
九
五
二
年
、

一
九
八
―
一
九
九
頁
。

六
〇 

橘
成
季
著
、
永
積
安
明
、
島
田
勇
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
八
四　

古
今
著
聞
集
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
六
年
、
四
四
〇
―
四
四
一
頁
。

六
一 

高
島
俊
男
『
お
言
葉
で
す
が
…
⑦
漢
字
語
源
の
筋
ち
が
い
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
六
頁
。

六
二 

も
っ
と
も
こ
の
語
は
、
杉
本
つ
と
む
の
言
う
よ
う
に
、「
こ
の
う
え
な
い
差
別
用
語
」（
杉
本
『
読
む

日
本
漢
字
百
科
』
雄
山
閣
、
一
九
八
六
年
、
一
五
〇
頁
）
で
あ
り
、
学
術
研
究
に
適
し
た
も
の
と
は

言
え
な
い
。
但
し
本
稿
で
は
「
有
職
読
み
」
と
の
対
照
性
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
あ
え
て
こ
の
語
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。

六
三 

読
売
新
聞
一
八
七
八
年
六
月
二
日
朝
刊
三
頁
な
ど
。

六
四 

井
原
智
仙
『
国
会
相
撲
輿
論
之
腰
投
』
正
英
館
、
一
八
九
一
年
、
五
五
頁
（D

C

）。

六
五 

辰
致
に
は
、「
た
っ
チ
」「
と
き
む
ね
」「
シ
ン
チ
」「
た
つ
む
ね
」「
た
つ
と
も
」
な
ど
の
呼
び
名
が
あ
っ
た
。

村
瀬
正
章
は
、「
し
か
し
最
近
ま
で
現
存
し
て
い
た
辰
致
の
末
子
臥
雲
紫
朗
氏
は
じ
め
〔
中
略
〕
み
な

『
た
っ
ち
』
と
呼
ん
で
い
た
」（
村
瀬
『
臥
雲
辰
致
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
、
一
七
―
一
八
頁
）

と
述
べ
る
。

六
六 

村
上
陽
一
郎
『
あ
ら
た
め
て
教
養
と
は
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
四
―
二
七
五
頁
。

六
七 

但
し
、「
百
姓
読
み
」が「
有
職
読
み
」化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
加
納
喜
光
の
い
わ
ゆ
る「
名
目
替
え
」（
加

納
『
漢
字
の
常
識
・
非
常
識
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
、
九
一
頁
）
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
現
象
は
、

世
間
が
「『
百
姓
読
み
』
に
痛
痒
を
感
じ
な
」（
同
九
〇
頁
）
く
な
っ
た
場
合
に
起
こ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

辰
致
は
と
も
か
く
、
重
野
や
横
山
の
例
は
該
当
し
な
い
。
人
名
音
読
に
「
名
目
替
え
」
の
例
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
代
出
版
業
界
に
お
け
る
藤
田
宜
永
の
例
だ
ろ
う
。
藤
田
の
名
は
「
正
し
く
音

読
す
れ
ば
『
ぎ
え
い
』
だ
が
、
わ
ざ
と
間
違
え
て
『
ふ
じ
た
せ
ん
え
い
』
と
呼
ぶ
と
何
と
な
く
業
界
っ

ぽ
く
な
る
」（
小
駒
勝
美
『
漢
字
は
日
本
語
で
あ
る
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
八
年
、
七
五
頁
）
と
い
う
。

六
八 

本
来
存
在
し
な
い
は
ず
の
語
が
実
定
化
し
、
正
確
な
対
象
理
解
を
妨
げ
た
例
に
、
美
術
史
研
究
に
お

け
る
「
兵
庫
下
髪
」
が
あ
る
（
清
水
玲
子
「
高
橋
由
一
《
花
魁
図
》
と
兵
庫
下
髪
」（『
近
代
画
説
』
九
、

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）、
一
一
八
―
一
二
一
頁
）。

六
九 

新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
第
六
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
二
八
五
九
頁
。

七
〇 

前
掲
丸
岡
、
一
二
七
、一
六
二
頁
。

七
一 

大
華
居
士
『
森
文
部
大
臣
遭
難
録
』
紅
雪
書
院
、
一
八
八
九
年
、
二
一
―
二
二
頁
（D

C

）。

七
二 

中
野
目
徹
「
明
六
社
と
『
明
六
雑
誌
』」（
山
室
信
一
・
中
野
目
徹
校
注
『
明
六
雑
誌
（
上
）』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
）、
四
四
一
頁
。

七
三 

『
木
戸
孝
允
日
記
』
一
八
七
五
年
七
月
一
七
日
に
あ
る
「
森
無
礼
」（
妻
木
忠
太
『
木
戸
孝
允
日
記
（
第
三
）』

日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
三
年
、
二
一
一
頁
）
と
い
う
表
現
も
、
有
礼
の
字
音
読
み
を
意
識
し
た
も
の
。

七
四 

①
『
団
団
珍
聞
』
一
八
八
一
年
五
月
一
四
日
（
北
根
豊
監
修
『
複
製
版　

団
団
珍
聞
』
七
、本
邦
書
籍
、

一
九
八
一
年
、
三
二
三
頁
）。
帽
子
屋
の
店
先
で
、
海
外
で
評
判
の
「
特
命
全
権
帽
子
」
を
薦
め
ら
れ

た
男
が
、「
其
様
に
毛
が
ム
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
は
ね
か
へ
て
居
て
は
火
の
元
が
ぶ
よ
う
じ
ん
で
な
ら
ぬ
ワ
イ
」

と
洒
落
る
。
②
「
朝
野
新
聞
の
成
島
柳
北
は
、
伊
藤
薄
文
と
書
い
て
、
伊
藤
博
文
と
は
一
字
違
い
の
別
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人
だ
と
言
い
は
っ
た
」（
井
黒
弥
太
郎
『
追
跡
・
黒
田
清
隆
夫
人
の
死
』
北
海
道
新
聞
社
、一
九
八
六
年
、

九
八
頁
）
③
河
野
弥
三
『
憲
法
五
十
年
史
』
憲
法
五
十
年
史
刊
行
会
、一
九
三
八
年
、二
五
五
頁
。
④
『
萬

朝
報
』
一
八
九
八
年
三
月
二
三
日
二
面
（「
萬
朝
報
」
刊
行
会
編
『
萬
朝
報
』
二
二
、
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、
一
九
八
五
年
）。
⑤
木
村
毅
『
大
山
・
児
玉
・
乃
木
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
三
九

年
、
九
八
頁
（D

C

）。
帝
国
聯
隊
史
刊
行
会
『
歩
兵
第
二
聯
隊
史
』
一
九
一
八
年
、
一
八
一
頁
（D

C

）

等
。
演
習
で
乃
木
軍
を
打
ち
負
か
し
た
児
玉
軍
が
即
興
で
歌
っ
た
。
⑥
『
団
団
珍
聞
』
一
八
八
一
年

一
二
月
一
〇
日
（
北
根
豊
監
修
『
複
製
版　

団
団
珍
聞
』
八
、
本
邦
書
籍
、
一
九
八
一
年
、
二
二
九

頁
）。
東
洋
自
由
新
聞
社
社
長
を
辞
任
し
た
西
園
寺
に
つ
い
て
、
初
め
か
ら
「
不
自
由
」
と
書
く
つ
も

り
だ
っ
た
の
に
誤
っ
て
「
自
由
」
と
書
い
た
と
皮
肉
っ
た
。
⑦
矢
崎
泰
々
『
口
き
か
ん

―
わ
が
心

の
菊
池
寛

―
』
飛
鳥
新
社
、
二
〇
〇
三
年
、
七
頁
。
⑧
『
滑
稽
新
聞
』
一
〇
六
号
、
一
九
〇
六
年

一
月
一
日
（
赤
瀬
川
原
平
、
吉
野
孝
雄
編
『
滑
稽
新
聞
（
複
製
版
）』
四
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
、

二
五
五
頁
）。
⑨
城
北
隠
士
『
大
正
政
界
之
裏
面
』
大
正
書
院
、
一
九
一
六
年
、
一
六
三
頁
。
⑩
満
川

亀
太
郎
『
三
国
干
渉
以
後
（
復
刻
版
）』
伝
統
と
現
代
社
、
一
九
七
七
年
、
一
二
六
頁
。
⑪
宮
村
三
郎

『
評
伝
賀
屋
興
宣
』
お
り
じ
ん
書
房
、
一
九
七
七
年
、
二
八
二
頁
。
賀
屋
に
対
す
る
野
次
で
、『
太
平
記
』

中
の
文
句
「
天
勾
践
を
空
し
う
す
る
莫
れ
、
時
に
范
蠡
無
き
に
し
も
非
ず
」
の
パ
ロ
デ
ィ
。
⑫
竹
内

洋
『
大
学
と
い
う
病
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
六
四
頁
。
⑬
竹
内
洋
『
丸
山
眞
男
の
時
代
』

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
、
六
八
頁
。
⑭
「
中
野
正
剛
が
日
比
谷
公
会
堂
で
お
こ
な
っ
た
東
条

英
機
弾
劾
演
説
の
ビ
ラ
」（
安
岡
章
太
郎
『
僕
の
昭
和
史
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
二
頁
）
⑮

前
掲
荻
生
、
二
二
五
頁
。
⑯
水
上
勉
「
姓
名
の
こ
と
」（『
図
書
』
四
五
〇
、一
九
八
七
年
二
月
）、
三
頁
。

⑰
鶴
蒔
靖
夫
『
裸
の
藤
原
弘
達
』IN

通
信
社
、
一
九
七
〇
年
、
一
八
頁
。
⑱
牧
田
茂
「
新
人
物
風
土

記　

五
」（『
月
刊
自
由
民
主
』
五
（
二
五
六
）、
一
九
七
七
年
四
月
）、
一
七
三
頁
（D

C

）。

七
五 

木
村
傳
兵
衛
、谷
川
由
布
子
ほ
か
『
新
語
・
流
行
語
大
全　

1
9
4
5

→2
0
0
5

』
自
由
国
民
社
、二
〇
〇
五
年
、

二
七
三
頁
。
な
お
森
自
身
は
、
蜃
気
楼
と
の
音
通
に
言
及
し
な
が
ら
も
、「
昔
か
ら
、
世
間
に
名
が
知

ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
人
物
の
名
前
は
音
読
み
さ
れ
る
」
な
ど
と
も
語
っ
て
い
る
と
い
う
（「
政
治

記
者
の
み
た
政
治
家
・
森
喜
朗
」（
森
喜
朗
『
文
相
初
体
験
』
日
本
教
育
新
聞
社
出
版
局
、
一
九
八
五

年
）、
二
六
六
頁
）。
ま
た
、
元
読
売
新
聞
記
者
で
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
上
村
吉
弘
は
、「
有
職
読
み
」

の
「
由
来
」
を
語
る
こ
と
で
、「
森
喜
朗
元
首
相
を
『
モ
リ
キ
ロ
ウ
』
と
読
む
の
は
敬
称
だ
っ
た
」（h

ttp
://

seijiy
am

a.jp
/article/n

ew
s/n

w
s2

0
1
5
1
1
0
5
-0

0
2
.h

tm
l

、「
政
治
山
」、
二
〇
一
五
年
一
一
月
五
日
）

と
主
張
し
た
が
、
論
理
の
転
倒
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
上
村
は
、「
有
職
読
み
は
名
前
以
外
に
も
見

ら
れ
ま
す
」（
同
サ
イ
ト
）
と
も
記
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
論
理
が
転
倒
し
て
い
る
。
当
該
記
事
は

Y
ah

oo! 

ニ
ュ
ー
ス
（h

ttp
://n

ew
s.y

ah
oo.co.jp

/

）
に
も
掲
載
。

七
六 

上
杉
隆
「『
日
本
一
の
イ
エ
ス
マ
ン
』
武
部
勤
の
正
体
」（『
文
藝
春
秋
』
八
四
（
五
）、二
〇
〇
六
年
四
月
）、

一
八
八
頁
。

七
七 

小
泉
信
三
『
小
泉
信
三
全
集
』
一
五
、
文
藝
春
秋
、
一
九
六
七
年
、
六
七
頁
。

七
八 

前
掲
高
島
二
〇
〇
六
年
、
二
四
三
頁
。

七
九 

山
下
奉
文
の
名
を
音
読
す
る
の
は
、
彼
を
よ
く
知
る
者
で
は
な
く
、
そ
の
名
に
初
め
て
接
し
た
者
た

ち
で
あ
っ
た
（
沖
修
二
『
至
誠
通
天
・
山
下
奉
文
』
秋
田
書
店
、
一
九
六
八
年
、
四
二
頁
（D

C

））。

八
〇 

そ
の
意
味
で
、穂
積
陳
重
が
提
唱
し
た
「
実
名
敬0

避
俗
」
概
念
（
穂
積
『
実
名
敬
避
俗
研
究
』
刀
江
書
院
、

一
九
二
六
年
。
傍
点
筆
者
）
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

八
一 

『
国
学
院
雑
誌
』
一
六
（
三
）、
一
九
一
〇
年
三
月
、
一
〇
頁
。

八
二 

江
湖
山
恒
明
「
敬
意
の
漸
減
と
漸
増
」（『
敬
語
法
』
三
省
堂
、
一
九
四
三
年
）、
一
三
八
頁
。
同
現

象
に
関
し
て
は
、
佐
久
間
鼎
「
言
語
に
お
け
る
水
準
転
移
」（『
日
本
語
の
言
語
理
論
』
厚
生
閣
、

一
九
五
九
年
）
も
参
照
さ
れ
た
し
。

八
三 

そ
も
そ
も
敬
意
逓
減
が
起
こ
る
と
す
れ
ば
、
人
名
音
読
と
い
う
現
象
全
体
で
は
な
く
、
個
別
の
名
に

つ
い
て
の
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
平
安
か
ら
明
治
に
か
け
て
敬
意
逓
減
が
起
こ
っ
た
の
で
は
と
い
う

反
駁
に
関
し
て
は
、
別
に
検
証
の
機
会
を
設
け
た
い
。

八
四 

M

・v

・
ブ
ラ
ン
ト
著
、
原
潔
、
永
岡
敦
訳
『
ド
イ
ツ
公
使
の
見
た
明
治
維
新
』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
七
年
、
一
〇
五
頁
。
も
っ
と
も
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
家
茂
急
逝
は
「
私
が
日
本
を
留
守
に

し
て
い
た
間
」（
同
上
）
の
事
件
で
あ
る
か
ら
、「
反
対
勢
力
」
が
慶
喜
の
名
を
音
読
し
始
め
た
時
期
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に
関
し
て
は
疑
問
も
残
る
。
明
治
初
年
の
印
象
を
過
去
へ
遡
及
し
た
も
の
か
。

八
五 

遠
藤
幸
威
『
聞
き
書
き
徳
川
慶
喜
残
照
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
、
一
二
頁
。

八
六 
前
掲
穂
積
。

八
七 
前
掲
佐
川
、
五
八
頁
。
あ
る
い
は
佐
川
は
こ
こ
で
、
人
名
音
読
は
「
す
ぐ
れ
た
人
」
に
適
用
さ
れ
る

と
主
張
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

八
八 

前
掲
小
谷
野
二
〇
一
一
年
、
一
〇
〇
頁
。
も
っ
と
も
後
述
の
通
り
、
氏
の
現
状
分
析
は
あ
る
程
度
的

を
射
て
い
る
。

八
九 

以
下
、
尚
友
倶
楽
部
『
そ
の
頃
を
語
る　

旧
貴
族
院
議
員
懐
旧
談
集
』
一
九
九
〇
年
、
二
〇
〇
―

二
〇
一
頁
よ
り
。

九
〇 

斎
藤
「
明
治
大
正
短
歌
史
概
観
余
録
」（『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
二
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、

二
四
三
―
二
四
四
頁
。

九
一 

高
畠
藍
泉
『
姓
氏
名
乗
歴
史
字
引
大
全
』
万
笈
閣
、
一
八
七
八
年
、
序
一
頁
（D

C

）。

九
二 

井
黒
『
榎
本
武
揚
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
五
年
、
二
八
頁
。

九
三 

現
在
「
名
の
字
音
読
み
」
が
、
あ
た
か
も
知
識
人
層
特
有
の
ル
ー
ル
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
戦

後
こ
の
慣
習
が
忘
却
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
人
名
音
読
が
日
常
性
を
失
う
に
つ
れ
、
従
来
自

然
に
人
名
を
音
読
し
て
い
た
世
代
は
、
下
の
世
代
と
の
連
続
性
を
持
た
な
い
層
と
し
て
固
定
化
し
た
。

名
を
音
に
読
む
の
は
年
配
者
、
あ
る
い
は
か
つ
て
人
名
音
読
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
（
経
験

で
は
な
く
教
養
と
し
て
）
知
る
「
知
識
人
」
に
限
ら
れ
、「
伝
統
」「
知
識
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
相
対

的
に
高
ま
っ
た
。
人
名
音
読
が
「
伝
統
」「
知
識
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
と
い
う
事
実
は
、
逆

説
的
に
慣
習
の
断
絶
性
を
物
語
る
。
そ
の
意
味
で
、
小
谷
野
の
「
人
名
音
読
み
世
代
」（
前
掲
小
谷
野

二
〇
〇
一
年
）
と
い
う
表
現
は
示
唆
的
で
あ
る
。
な
お
「
伝
統
」「
知
識
人
」
を
殊
更
に
強
調
す
る
の
は
、

後
世
の
記
述
ば
か
り
で
は
な
い
。
同
時
代
的
に
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

九
四 

前
掲
荻
生
、
二
一
〇
頁
。

九
五 

『
改
訂
増
補　

日
本
家
庭
百
科
事
彙
（
下
）』
冨
山
房
出
版
、
一
九
一
二
年
（『
日
本
世
相
語
資
料
事
典

（
明
治
編
第
三
巻
）』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
所
収
）、
一
〇
〇
六
頁
。
ち
な
み
に
こ
の
記

述
か
ら
は
、
幾
重
に
も
重
な
る
誤
解
が
看
取
出
来
る
が
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
は
本
論
の
範
囲
を

越
え
る
。

九
六 

石
原
正
明
『
年
々
随
筆
』
は
人
名
音
読
に
つ
い
て
、「
定
家
、々

隆
を
限
と
し
て
、其
後
は
た
え
て
聞
え
ず
」

（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
（
第
一
期　

二
一
巻
）』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
、

七
八
頁
）
と
書
き
残
す
。


